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▶日本山岳会事務（含図書室）取扱時間
月・火・木‥‥‥‥‥‥‥10〜20時
水・金‥‥‥‥‥‥‥‥‥13〜20時
第 2 、第 ４ 土曜日‥‥‥‥‥‥閉室
第1、第3、第 ５ 土曜日‥‥10〜1８時

南
ア
ル
プ
ス
は
静
岡
県
、山
梨
県
、長

野
県
に
ま
た
が
る
３
０
０
０
ｍ
以
上
の

嶺
峰
13
座
を
有
す
る
赤
石
山
脈
を
主
体

と
し
た
国
立
公
園
で
あ
る
。

２
０
１
４
年
、
南
ア
ル
プ
ス
は
国
立

公
園
指
定
５0
年
を
迎
え
た
。
ま
た
、
６

月
に
は
、
静
岡
県
静
岡
市
、
川
根
本
町
、

山
梨
県
韮
崎
市
、
南
ア
ル
プ
ス
市
、
北

杜
市
、
早
川
町
、
長
野
県
飯
田
市
、
伊

那
市
、
富
士
見
町
、
大
鹿
村
の
3
県
の

南
ア
ル
プ
ス
周
辺
10
市
町
村
の
協
力
と

関
係
者
の
尽
力
に
よ
り
、
１
９
７
６
年

に
始
ま
っ
た
ユ
ネ
ス
コ
の
自
然
保
護
事

業
エ
コ
パ
ー
ク
登
録
を
取
得
し
た
。

ユ
ネ
ス
コ
の
エ
コ
パ
ー
ク
は
、
多
く

の
動
植
物
の
生
育
が
可
能
で
、
法
的
に

も
厳
し
く
保
護
さ
れ
、
長
期
的
に
保
全

さ
れ
て
い
る「
核
心
地
域
」と
、
核
心
地

域
の
周
囲
ま
た
は
隣
接
す
る
地
域
で
、

核
心
地
域
を
担
保
す
る
機
能
を
持
ち
、

教
育
や
研
修
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど

自
然
の
保
全
・
持
続
可
能
な
利
活
用
へ

の
理
解
の
促
進
、
将
来
の
担
い
手
の
育

成
等
が
行
な
わ
れ
る「
緩
衝
地
域
」、
お

よ
び
人
々
が
居
住
し
生
活
を
営
ん
で
お

り
、
自
然
環
境
の
保
全
と
調
和
し
た
持

続
可
能
な
地
域
社
会
の
発
展
の
た
め
の

モ
デ
ル
地
域
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る「
移
行
地
域
」の
3
つ
の
区
域
を
示
す

必
要
が
あ
る
。

２
０
１
３
年
の
９
月
、
か
ね
て
よ
り

計
画
を
進
め
て
い
た
Ｊ
Ｒ
東
海
は
、
こ

の
南
ア
ル
プ
ス
の
ほ
ぼ
中
央
部
、
エ
コ

パ
ー
ク「
移
行
地
域
」内
の
塩
見
岳（
３

０
４
６
ｍ
）
と
荒
川
東
岳
（
３
１
４
１

ｍ
）の
間
の
地
下
深
く
を
通
る
、リ
ニ
ア

中
央
新
幹
線
新
設
の
「
環
境
影
響
評
価

準
備
書（
静
岡
県
）」を
公
告
し
た
。そ
れ

に
よ
り
、
東
京
の
品
川
駅
か
ら
名
古
屋

駅
間
に
敷
設
さ
れ
る
リ
ニ
ア
式
路
線
、

延
長
２
８
６
㎞
の
う
ち
、静
岡
県
内（
静

岡
市
内
）は
す
べ
て
ト
ン
ネ
ル
で
、山
梨

県
早
川
町
か
ら
長
野
県
大
鹿
村
に
抜
け

る
延
長
22
㎞
の
う
ち
静
岡
市
内
10
・
７

㎞
と
、
大
井
川
源
流
域
の
二
軒
小
屋
付

近
に
設
置
さ
れ
る
非
常
口
2
ヶ
所
の
工

事
内
容
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

Ｊ
Ｒ
東
海
が
公
告
し
た
リ
ニ
ア
新
幹

線
の
「
環
境
影
響
評
価
準
備
書
（
静
岡

県
）」に
つ
い
て
、
静
岡
県
は
、
Ｊ
Ｒ
東

海
の
県
環
境
評
価
審
査
会
で
の
説
明
を

踏
ま
え
て
、
14
年
１
月
21
日
、
環
境
評

価
法
制
度
に
基
づ
く
公
聴
会
を
静
岡
市

葵
区
で
開
催
し
た
。

そ
こ
で
は
Ｊ
Ｒ
東
海
が
大
井
川
源
流

域
に
お
け
る
当
該
工
事
で
河
川
流
量
に

毎
秒
2
ｔ
の
減
水
と
予
測
し
た
こ
と
に

つ
い
て
、
流
域
の
自
治
体
の
関
係
者
か

ら
、
大
井
川
に
お
け
る
毎
秒
2
ｔ
の
水

量
は
、下
流
域
の
島
田
市
、藤
枝
市
、焼

南
ア
ル
プ
ス
の
自
然
保
護
と

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
工
事
に
つ
い
て

ユ
ネ
ス
コ
の
エ
コ
パ
ー
ク
に
も
登
録
さ
れ
た
南
ア
ル
プ
ス
の
地
下
を
貫
く
リ

ニ
ア
中
央
新
幹
線
の「
環
境
影
響
評
価
準
備
書（
静
岡
県
）」が
公
告
さ
れ
た
。
こ

の
計
画
が
南
ア
ル
プ
ス
と
周
辺
の
自
然
環
境
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す

の
か
。
静
岡
県
内
４
山
岳
団
体
は
こ
の
地
域
の
自
然
保
護
に
協
同
で
取
り
組

む
こ
と
を
決
め
た
。

白
鳥
勝
治
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た
井
川
地
区
の
住
民
に
は
ト
ン
ネ
ル
掘

削
土
処
理
に
つ
い
て
も
独
自
な
考
え
方

も
あ
る
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る
。今
、井

川
地
区
の
住
民
の
中
に
は
、
こ
の
機
会

に
長
い
間
懸
案
と
な
っ
て
い
る
市
街
地

中
心
部
と
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
改
善
な

ど
生
活
環
境
の
大
幅
な
改
善
が
可
能
な

ら
、
リ
ニ
ア
新
幹
線
工
事
を
歓
迎
す
る

考
え
方
も
あ
る
の
は
否
定
で
き
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
リ
ニ
ア
新
幹
線
工

事
に
つ
い
て
は
多
岐
に
わ
た
る
問
題
が

あ
る
た
め
、
私
た
ち
登
山
愛
好
者
の
自

然
保
護
の
感
覚
だ
け
で
は
取
り
組
み
が

難
し
い
。
し
か
し
、
静
岡
県
は
大
井
川

の
水
問
題
に
つ
い
て
、
過
去
に
ダ
ム
建

設
に
よ
る
取
水
が
漂
流
水
を
激
減
さ
せ
、

江
戸
時
代
は
通
常
水
深
が
二
尺
五
寸

津
市
、
掛
川
市
、
菊
川
市
、
御
前
崎
市
、

牧
の
原
市
の
７
市
約
63
万
人
が
大
井
川

か
ら
貰
っ
て
い
る
生
活
用
水
の
最
大
取

水
量
と
同
量
で
あ
る
と
し
て
、
大
井
川

流
水
量
の
毎
秒
2
ｔ
の
減
水
は
重
大
な

問
題
だ
と
す
る
強
い
意
見
が
出
た
。
ま

た
、
大
井
川
周
辺
地
域
の
主
要
作
物
で

あ
る
お
茶
を
は
じ
め
と
す
る
1
万
2
０

０
０
ha
に
お
よ
ぶ
田
畑
の
農
業
用
水
の

ほ
か
、
工
業
用
水
な
ど
生
活
、
産
業
、

環
境
等
を
支
え
る
“
命
の
水
”
で
あ
り
、

看
過
で
き
な
い
問
題
だ
と
の
意
見
が
多

く
出
さ
れ
た
。

一
方
、
リ
ニ
ア
新
幹
線
の
通
る
位
置

よ
り
30
㎞
ほ
ど
下
流
の
井
川
ダ
ム
周
辺

に
住
ん
で
い
る
、
静
岡
市
葵
区
井
川
地

区
住
民
約
６
０
０
人
は
リ
ニ
ア
新
幹
線

工
事
に
つ
い
て
、
下
流
域
の
人
々
と
は

や
や
異
な
る
感
覚
を
持
っ
て
い
る
よ
う

に
思
う
。

南
ア
ル
プ
ス
静
岡
県
域
の
３
０
０
０

ｍ
以
上
の
嶺
峰
10
座
が
あ
る
井
川
地
区

は
、
全
長
１
６
８
㎞
の
大
井
川
上
流
部

に
あ
り
、
市
街
地
か
ら
60
㎞
ほ
ど
離
れ

た
居
住
区
で
あ
る
。
井
川
地
区
の
人
口

は
、
１
９
６
０
年
ご
ろ
、
井
川
ダ
ム
建

設
に
関
係
す
る
人
々
を
含
め
て
一
時
８

０
０
０
人
以
上
を
擁
し
た
が
、
現
状
は

10
分
の
１
以
下
に
減
少
し
て
い
る
。
人

口
減
少
の
理
由
の
ひ
と
つ
は
交
通
の
不

便
さ
で
あ
る
。
市
街
地
中
心
部
か
ら
の

主
要
路
は
、
安
倍
川
を
遡
行
し
て
標
高

１
２
０
０
ｍ
の
大
日
峠
か
１
１
０
０
ｍ

の
富
士
見
峠
を
越
え
る
2
本
の
県
道
で

往
来
す
る
。
道
路
は
山
間
地
部
分
が
多

く
、
双
方
と
も
峠
の
標
高
が
高
い
た
め

降
雪
時
は
支
障
が
多
い
。
ま
た
、
県
道

は
い
ず
れ
も
大
規
模
な
地
滑
り
地
帯
を

通
っ
て
い
る
た
め
、
豪
雨
時
な
ど
、
崩

落
に
よ
る
通
行
止
め
が
し
ば
し
ば
起
こ

る
。
し
か
し
、
リ
ニ
ア
新
幹
線
工
事
に

は
こ
の
ル
ー
ト
を
通
ら
な
け
れ
ば
、
長

期
の
工
事
に
携
わ
る
最
大
時
７
０
０
人

と
発
表
さ
れ
て
い
る
大
勢
の
人
も
、
多

く
の
機
器
機
材
も
現
場
に
届
け
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

井
川
地
区
の
住
民
に
は
、
今
回
の
工

事
で
排
出
量
が
３
６
０
万
㎥
と
予
想
さ

れ
て
い
る
ト
ン
ネ
ル
掘
削
土
に
つ
い
て

も
、
地
域
と
し
て
の
考
え
方
が
あ
る
よ

う
に
思
う
。
戦
後
、
電
源
開
発
で
集
団

的
な
居
住
地
移
転
を
受
け
入
れ
て
き
た

井
川
ダ
ム
の
建
設
を
は
じ
め
、
居
住
地

か
ら
離
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
上
流
域

に
あ
る
畑
薙
第
一
ダ
ム
、
第
二
ダ
ム
や

赤
石
ダ
ム
な
ど
地
域
内
に
あ
る
６
ヶ
所

の
ダ
ム
建
設
や
、
付
随
す
る
取
水
ト
ン

ネ
ル
工
事
な
ど
、
大
規
模
な
土
木
工
事

を
長
年
に
わ
た
り
受
け
入
れ
て
き
た
経

緯
が
あ
り
、
多
く
の
経
験
を
重
ね
て
き

（
75
㎝
）
以
上
あ
っ
て
、“
越
す
に
越
さ

れ
ぬ
大
井
川
”
と
う
た
わ
れ
た
川
が
砂

漠
化
し
、
流
域
周
辺
で
政
治
問
題
化
し

た
事
例
が
あ
る
た
め
、
静
岡
県
の
川
勝

知
事
は
Ｊ
Ｒ
東
海
に
対
し
て
厳
し
い
姿

勢
を
崩
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
田
辺
静

岡
市
長
も
リ
ニ
ア
新
幹
線
工
事
に
つ
い

て
は
、
エ
コ
パ
ー
ク
登
録
の
維
持
継
続

に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
り
、
こ
れ
を
市

の
重
要
課
題
と
し
て
い
る
た
め
、
自
然

環
境
保
全
を
重
視
し
た
慎
重
な
対
応
を

重
ね
て
Ｊ
Ｒ
東
海
に
求
め
て
い
る
。

静
岡
支
部
は
、
こ
の
よ
う
に
多
く
の

課
題
を
抱
え
て
い
る
リ
ニ
ア
新
幹
線
問

題
に
つ
い
て
、南
ア
ル
プ
ス
が
ユ
ネ
ス
コ

の
エ
コ
パ
ー
ク
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

地
元
の
山
岳
団
体
の
一
員
と
し
て
エ
コ

パ
ー
ク
の
目
的
で
あ
る
「
自
然
と
人
間

社
会
の
共
生
」
を
基
本
と
し
た
南
ア
ル

プ
ス
の
自
然
保
護
活
動
に
焦
点
を
絞
り
、

自
主
性
を
持
っ
て
臨
も
う
と
考
え
た
。

静
岡
県
山
岳
連
盟
、
静
岡
県
勤
労
者

山
岳
連
盟
、
静
岡
市
山
岳
連
盟
に
呼
び

か
け
を
行
な
い
、
静
岡
県
内
の
４
山
岳

団
体
が
協
調
し
、自
主
性
を
持
っ
て
、県

当
局
や
静
岡
市
の
担
当
部
門
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
南
ア
ル
プ
ス
の
自
然
保
護

課
題
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
た
。

県
内
４
山
岳
団
体
は
初
め
て
の
具
体

的
な
行
動
と
し
て
、エ
コ
パ
ー
ク
の「
移

各地の現地視察も行なった
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行
地
域
」
に
設
置
さ
れ
る
リ
ニ
ア
新
幹

線
の
非
常
用
出
口
か
ら
排
出
さ
れ
る
３

６
０
万
㎥
に
及
ぶ
ト
ン
ネ
ル
掘
削
土
と
、

ト
ン
ネ
ル
工
事
に
よ
る
毎
秒
2
ｔ
と
予

測
さ
れ
る
大
井
川
の
流
水
量
の
減
少
に

つ
い
て
、９
月
10
日
、４
山
岳
団
体
の
代

表
が
県
庁
に
赴
き
、
川
勝
平
太
静
岡
県

知
事
へ
団
体
代
表
者
の
連
名
に
よ
る
左

記
の
ご
と
き
申
し
入
れ
書
を
提
出
し
た
。

ま
た
、
10
月
９
日
、
同
様
の
申
し
入

れ
書
を
田
辺
信
宏
静
岡
市
長
に
面
会
を

求
め
提
出
し
た
。

‥

静
岡
県
知
事　

川
勝
平
太
殿

‥

平
成
26
年
９
月
10
日

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
南
ア
ル
プ
ス
ト
ン

ネ
ル
工
事
に
関
す
る
申
し
入
れ
書

静
岡
県
山
岳
連
盟（
代
表　

滝
田
博
之
）

静
岡
市
山
岳
連
盟（
代
表　

松
永
義
夫
）

静
岡
県
勤
労
者
山
岳
連
盟

（
代
表　

竹
本
幸
造
）

公
益
社
団
法
人　

日
本
山
岳
会
静
岡
支

部‥

（
代
表　

大
島
康
弘
）

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
、
南
ア
ル
プ
ス

ト
ン
ネ
ル
工
事
の
残
土
処
分
と
地
下
水

湧
出
に
関
し
て
Ｊ
Ｒ
東
海
の
対
策
は
現

段
階
に
お
い
て
、
ず
さ
ん
で
あ
る
と
言

わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

大
井
川
の
上
流
、
二
軒
小
屋
の
地
下

５
０
０
ｍ
付
近
を
貫
通
す
る
ト
ン
ネ
ル

掘
削
の
残
土
は
斜
坑
よ
り
二
軒
小
屋
付

近
に
運
び
上
げ
ら
れ
て
、
谷
筋
の
中
部

電
力
残
土
置
き
場
に
上
積
み
、
一
部
は

転
付
峠
北
方
の
尾
根
付
近
に
も
投
棄
さ

れ
る
と
の
こ
と
。
私
た
ち
静
岡
県
の
岳

人
は
、
残
土
を
こ
の
美
し
い
渓
谷
や
山

に
投
棄
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
大
井
川
上

流
の
自
然
景
観
が
破
壊
さ
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
大
き
な
危
惧
を
抱
い
て
お
り

ま
す
。

さ
ら
に
水
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。
地
下
水
脈
は
私
達
の
理
解
を
超

え
る
ほ
ど
に
複
雑
で
、
今
な
お
、
年
間

４
㎜
の
隆
起
を
続
け
て
い
る
南
ア
ル
プ

ス
の
破
砕
帯
を
貫
通
す
る
ト
ン
ネ
ル
が

地
下
水
脈
を
思
わ
ぬ
方
向
に
導
く
こ
と

は
容
易
に
想
像
で
き
ま
す
。
ま
た
、
調

査
の
結
果
、
ト
ン
ネ
ル
工
事
で
大
井
川

の
水
量
が
毎
秒
2
ト
ン
減
水
す
る
と
予

測
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
場
合
は
ポ

ン
プ
で
大
井
川
に
戻
す
と
の
こ
と
。
ト

ン
ネ
ル
の
５
０
０
ｍ
上
部
を
流
れ
る
大

井
川
ま
で
ポ
ン
プ
で
汲
み
上
げ
る
と
は

恐
れ
入
り
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
は
２

０
０
０
０
kw
も
の
大
規
模
な
揚
水
設
備

が
必
要
に
な
り
、
リ
ニ
ア
新
幹
線
の
膨

大
な
電
力
消
費
を
さ
ら
に
押
し
上
げ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

先
の
敗
戦
の
後
、
農
薬
、
水
質
汚
濁
、

大
気
汚
染
な
ど
に
よ
り
、
多
様
な
生
物

に
溢
れ
て
い
た
野
山
の
豊
か
な
生
態
系

は
す
で
に
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
ほ
ど

破
壊
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
豊
か

さ
と
便
利
さ
の
た
め
に
貴
重
な
自
然
を

こ
れ
以
上
壊
す
こ
と
に
慎
重
で
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
静
岡
県
が
、
リ
ニ
ア

新
幹
線
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
に
よ
り
、
大

井
川
上
流
域
の
生
態
系
や
自
然
景
観
が

破
壊
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
深
刻
に

受
け
止
め
、
計
画
路
線
の
変
更
も
視
野

に
入
れ
な
が
ら
Ｊ
Ｒ
東
海
を
指
導
す
る

よ
う
、
次
の
2
点
に
つ
い
て
知
事
に
要

請
い
た
し
ま
す
。

残
土
を
大
井
川
渓
谷
に
投
棄
し
な
い
こ

と
。

大
井
川
の
水
量
を
低
下
さ
せ
な
い
こ
と
。

時
を
同
じ
く
し
て
、
本
年
６
月
、
南

ア
ル
プ
ス
は
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
登

録
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

南
ア
ル
プ
ス
は
太
古
の
自
然
が
息
づ

く
、
日
本
に
残
さ
れ
た
数
少
な
い
地
域

で
す
。
こ
の
地
域
を
保
全
す
る
こ
と
が
、

リ
ニ
ア
新
幹
線
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
に
優

先
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
私
た
ち
静
岡
県
の
山
岳
関
係
者
は
、

南
ア
ル
プ
ス
の
大
自
然
を
享
受
し
て
き

た
者
と
し
て
、
そ
の
豊
か
な
生
態
系
を

私
た
ち
の
子
孫
に
手
つ
か
ず
の
ま
ま
継

承
す
る
こ
と
が
、
最
も
大
切
と
信
じ
る

か
ら
で
す
。

‥

お
詫
び
と
訂
正�

２
０
１
５
年
１
月
号
の
当
コ
ー
ナ
ー

（
巻
頭
記
事
）に
お
い
て
左
記
の
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま

す
。

（
誤
）２
０
１
３
年
４
月
に
山
岳
５
団
体

に
よ
る「
山
の
日
制
定
協
議
会
」が
始

動
し
て
以
来
、
3
年
目
を
迎
え
た
。

（
正
）２
０
１
０
年
４
月
に
山
岳
５
団
体

に
よ
る「
山
の
日
」制
定
協
議
会
が
始

動
し
て
以
来
、
６
年
目
を
迎
え
た
。

静岡県内４山岳団体代表による静岡県知事への申し入れ
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て
い
る
か
ら
で
あ
る
。ま
た
、取
り
上
げ

て
い
る
の
は
新
入
会
員
数
だ
け
で
あ
り
、

退
会
者
、
物
故
者
数
を
考
慮
し
た
純
増

数
で
は
な
い
。
新
入
会
員
５
名
以
下
の

21
支
部
の
新
入
会
員
増
加
率
は
、
わ
ず

か
２
・
４
％
に
過
ぎ
な
い
。新
入
会
員
増

加
４
％
以
下
の
大
半
の
支
部
で
は
、
新

入
会
員
数
か
ら
退
会
者
と
物
故
者
の
数

を
差
し
引
く
と
、
支
部
会
員
数
は
純
減

に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
多
く

の
支
部
が
デ
ス
・
ス
パ
イ
ラ
ル
に
陥
っ

て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

新
入
会
員
増
加
の
上
位
の
支
部
を
見

て
み
る
と
、
東
海
支
部
や
広
島
支
部
な

ど
の
一
部
の
支
部
に
偏
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
そ
う
し
た
支
部
の
事
情
を

調
べ
た
と
こ
ろ
、
共
通
す
る
の
は
、
地

域
で
登
山
教
室
な
ど
の
活
動
を
行
な
っ

て
い
た
り
支
部
独
自
の
会
友
、
支
部
会

員
な
ど
の
独
自
の
会
員
制
度
（
以
下
支

部
友
と
い
う
）
を
設
け
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
支
部
友
の
中
か
ら
、
数
年

後
に
当
会
へ
の
入
会
者
が
出
て
く
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
足
元
に
会
の
再
生
の

ヒ
ン
ト
が
転
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

支
部
友
は
支
部
ご
と
に
各
々
異
な
っ

て
い
る
が
、
登
山
教
室
な
ど
の
参
加
者

を
仲
間
と
し
て
迎
え
入
れ
て
い
る
も
の

で
、
直
ち
に
日
本
山
岳
会
会
員
と
な
る

こ
と
を
躊
躇
す
る
方
の
踊
り
場
に
な
っ

会
費
収
入
を
考
え
る

日
本
山
岳
会
は
、
新
入
会
員
よ
り
も

高
齢
化
に
よ
る
退
会
者
・
物
故
者
が
多

く
、
会
費
収
入
も
減
少
す
る
と
い
う
デ

ス
・
ス
パ
イ
ラ
ル（
悪
循
環
）に
陥
っ
て
い

る
。
こ
の
悪
循
環
か
ら
脱
す
る
方
法
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
助
成
金
や
寄
付
金
を

募
っ
て
新
事
業
を
始
め
て
、
新
入
会
員

を
集
め
よ
う
と
い
う
提
案
を
行
な
っ
た
。

し
か
し
、
会
費
収
入
は
当
会
の
財
政

基
盤
で
あ
っ
て
、
会
費
収
入
を
増
や
す

こ
と
が
、
目
下
の
最
大
の
課
題
で
あ
る
。

会
費
収
入
を
増
や
す
た
め
に
は
、
会
費

の
値
上
げ
に
よ
ら
ず
会
員
数
を
増
や
す

方
策
を
考
え
る
し
か
な
い
。
そ
の
た
め

に
会
費
の
値
下
げ
や
入
会
金
の
廃
止
も

考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
ん
な
こ
と
を
日
夜
考
え
て
い
る
が
、

登
山
用
品
メ
ー
カ
ー
と
し
て
多
店
舗
を

経
営
す
る
モ
ン
ベ
ル
社
の
カ
ー
ド
会
員

が
50
万
人
を
超
え
た
こ
と
が
耳
に
入
っ

て
き
た
。筆
者
も
会
員
で
あ
る
が
、カ
ー

ド
会
員
に
な
れ
ば
登
山
用
品
を
購
入
す

る
際
の
割
引（
ポ
イ
ン
ト
）が
あ
る
の
で

会
員
が
増
え
る
の
で
あ
る
。仮
に
、当
会

の
会
費
を
モ
ン
ベ
ル
カ
ー
ド
の
よ
う
に

１
５
０
０
円
に
し
て
も
、会
員
数
が
50

万
人
も
あ
れ
ば
、
会
費
収
入
は
現
在
の

15
倍
に
な
る
の
で
、余
裕
を
持
っ
て
運

営
で
き
る
こ
と
に
な
る
。仮
定
の
話
で
は

あ
る
が
、
会
員
数
が
多
け
れ
ば
会
の
活

動
の
幅
が
広
が
る
だ
け
で
な
く
、
会
費

も
下
げ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
高

望
み
を
し
な
く
と
も
、
現
在
の
会
員
が
、

12
年
前
の
６
０
０
０
人
に
な
る
だ
け
で

も
、
会
の
運
営
は
安
定
す
る
の
で
あ
る
。

会
員
が
増
え
る
支
部
の
理
由

上
の
表
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
昨

年
度
の
支
部
の
会
員
数
と
1
年
間
の
新

入
会
員
数
で
あ
る
。
新
入
会
員
が
多
か

っ
た
順
に
支
部
を
並
べ
て
い
る
。
入
会

者
が
５
名
以
下
の
支
部
は
ま
と
め
て
合

計
し
て
い
る
。
合
計
会
員
数
が
４
０
０

０
人
に
満
た
な
い
の
は
、
首
都
圏
の
会

員
な
ど
支
部
に
属
さ
な
い
会
員
を
除
い

て
い
る
と
聞
く
。
す
な
わ
ち
、
支
部
友

と
い
う
裾
野
が
広
い
ほ
ど
、
新
入
会
員

が
増
え
る
よ
う
で
あ
る
。
支
部
友
に
は
、

会
費
ほ
ど
高
く
は
な
い
が
、
支
部
の
活

動
費
の
一
部
を
支
部
会
費
と
し
て
負
担

し
て
も
ら
っ
て
い
る
例
が
多
い
。

支
部
友
制
は
、
現
場
の
必
要
性
か
ら

自
然
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
結
果

か
ら
す
る
と
、
新
入
会
員
の
増
加
に
つ

な
が
っ
て
い
た
。
多
様
な
新
会
員
の
増

加
は
支
部
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
、
元

気
の
出
る
好
循
環
の
サ
イ
ク
ル
に
入
っ

た
の
で
あ
る
。
支
部
友
制
は
日
本
山
岳

会
の
正
規
の
会
員
制
度
で
は
な
い
が
、

当
会
が
デ
ス
・
ス
パ
イ
ラ
ル
か
ら
脱
出
す

る
た
め
に
無
視
で
き
な
い
存
在
で
あ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
山
岳
会
の
会
員
制
度

内
外
の
山
岳
団
体
を
見
渡
す
と
様
々

な
会
員
制
度
が
あ
る
。日
本
山
岳
会
の
会

員
制
度
と
会
費
を
考
え
る
た
め
に
、ヨ
ー

ロ
ッ
パ
各
国
を
代
表
す
る
山
岳
会
の
会

員
制
度
と
会
費
に
つ
い
て
調
べ
て
み
た
。

英
国
山
岳
会
（T

he‥A
lpine‥C

lub

）

は
、
最
初
で
最
古
の
山
岳
会
で
あ
る
が
、

現
在
で
も
正
会
員
に
な
る
に
は
厳
し
い

入
会
資
格
が
あ
り
、
そ
の
代
わ
り
に
以

下
の
3
つ
の
会
員
制
度
を
持
っ
て
い
る
。

入
会
金
は
な
い
。

①
正
会
員（F

ull‥M
em

bership

）に
な

る
に
は
、
ア
ル
プ
ス
ま
た
は
同
等
の
高

Financial�R
eport

日
本
山
岳
会
の
財
政
問
題（
３
）

財
務
担
当
理
事　

吉
川
正
幸

平成26年3月末（新入会員数は直前１年間）
支部名 支部会員数 新入会員数 増加割合
東海 320 42 15.1%

東京多摩 271 17 6.7%
広島 173 16 10.2%
越後 217 10 4.8%
関西 244 9 3.8%
静岡 144 8 5.9%
群馬 28 7 33.3%

北海道 180 6 3.4%
埼玉 146 6 4.3%
千葉 97 6 6.6%
四国 68 6 9.7%

他21支部 1,416 33 2.4%
支部合計 3,304 166 5.3%
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山
で
の
平
均
以
上
の
20
ル
ー
ト
以
上
の

登
山
経
験
と
英
国
山
岳
会
正
会
員
の
推

薦
者
を
必
要
と
し
て
い
る
。つ
ま
り
、ピ

ッ
ケ
ル
と
ロ
ー
プ
を
使
う
豊
富
な
登
山
経

験
が
な
い
と
正
会
員
に
は
な
れ
な
い
。

年
会
費
は
50
ポ
ン
ド（
約
９
千
円
）で
、
30

歳
未
満
と
65
歳
以
上
に
は
減
額
が
あ
る
。

②
準
会
員
（A

spirant‥M
em

bership‥

正
会
員
候
補
と
訳
す
の
が
正
し
い
が
準

会
員
と
し
た
）に
は
、ア
ル
プ
ス
ま
た
は

同
等
の
山
岳
の
登
山
経
験
が
少
し
で
も

あ
れ
ば
、
推
薦
に
よ
っ
て
準
会
員
に
な

れ
る
。準
会
員
は
、５
年
以
内
に
正
会
員

資
格
の
条
件
を
満
た
し
た
場
合
に
は
、

正
会
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
年
会

費
は
、
正
会
員
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。

③
会
友
（A

ssociateship

）
に
は
、‥

登

山
者
で
な
く
と
も
山
の
歴
史
、
地
理
学
、

芸
術
、生
態
、環
境
な
ど
に
興
味
を
持
っ

て
い
る
者
は
、
資
格
審
査
な
し
で
会
友

に
な
れ
る
。
年
会
費
は
、50
ポ
ン
ド（
約

９
千
円
）で
、年
齢
に
よ
る
減
額
は
な
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
と
、
新
入
会

員
紹
介
の
人
数
と
会
員
死
亡
告
知
の
人

数
が
同
じ
く
ら
い
で
あ
り
、
会
員
数
は

多
く
は
な
く
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る

こ
と
が
推
測
で
き
る
。
英
国
山
岳
会
を

紹
介
し
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

情
報
サ
イ
ト
で
は
、
登
山
者
の
間
で
は

“
老
人
ク
ラ
ブ
”と
言
わ
れ
て
い
る
と
評

さ
れ
て
い
る
。

ド
イ
ツ
山
岳
会（Deutscher‥Alpenverein

）

会
員
数
は
、
な
ん
と
１
０
０
万
人
を
超

え
て
お
り
、支
部
の
数
は
３
５
３
、３
２

５
の
山
小
屋
、
１
８
０
の
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
ジ
ム
も
保
有
し
て
い
る
。資
格
審

査
な
ど
は
な
い
。
会
費
は
45
ユ
ー
ロ
か

ら
90
ユ
ー
ロ（
約
１
３
０
０
０
円
）で
割

引
制
度
が
あ
る
。
会
員
に
な
る
と
年
６

回
の
雑
誌
の
配
布
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
、
２
０
０
０
を
超
え
る
山
小
屋
の
割

引
利
用
や
登
山
教
室
に
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
る
。会
費
に
応
じ
た
登
山
保
険
に

加
入
す
る
こ
と
に
な
り
、
会
員
と
な
る

と
登
山
保
険
に
加
入
し
た
こ
と
に
な
る
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
山
岳
連
盟
（T

he‥
A
ustrian‥A

lpine‥C
lub

）
会
員
数
は

47
万
人
以
上
で
あ
り
、
驚
く
べ
き
こ
と

に
こ
の
数
字
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
人
口

の
５
％
を
超
え
る
。
１
９
５
の
支
部
が

あ
り
、
２
１
６
の
山
小
屋
を
保
有
し
て

い
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
入
会
申
し

込
み
が
可
能
で
、
そ
の
日
か
ら
会
員
に

な
れ
る
。
会
員
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
登
山

保
険
の
付
与
、
ア
ル
プ
ス
の
１
７
０
０

以
上
の
山
小
屋
の
料
金
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン

ト
な
ど
で
あ
る
。
年
会
費
は
57
ユ
ー
ロ

（
約
８
５
０
０
円
）で
、
青
少
年
と
60
歳

以
上
は
減
額
さ
れ
る
。
６
歳
以
下
の
子

ど
も
会
費
21
ユ
ー
ロ
も
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
山
岳
会
を
含
む
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

大
陸
の
山
岳
会
は
、入
会
審
査
と
入
会
金

が
な
い
こ
と
、
多
数
の
会
員
を
有
す
る

こ
と
は
同
じ
で
あ
る
。
会
員
の
構
成
は
、

例
え
ば
ド
イ
ツ
山
岳
会
で
は
女
性
の
割

合
は
４
割
、25
歳
以
下
会
員
が
23
・
５
％

と
な
っ
て
い
て
若
い
会
員
が
多
い
。
登

山
の
指
導
や
教
室
が
地
域
ご
と
に
あ
る

支
部
で
行
な
わ
れ
て
い
る
点
も
同
じ
。

こ
れ
ら
の
巨
大
山
岳
会
は
、
山
岳
保
険

や
山
小
屋
利
用
の
た
め
の
登
山
者
連
盟

と
言
っ
た
ほ
う
が
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

財
政
再
建
と
復
活
へ
の
道

英
国
山
岳
会
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
山

岳
会
の
会
員
制
度
の
あ
り
方
は
全
く
異

な
る
が
、
各
種
の
会
員
サ
ー
ビ
ス
を
設

け
て
い
る
。一
方
に
お
い
て
当
会
は
、夫

婦
会
員
と
青
年
会
員
の
会
費
減
額
制
度

は
あ
る
が
、
単
一
の
会
員
制
度
を
と
っ

て
い
る
。元
気
な
支
部
で
は
、様
々
な
催

し
と
会
員
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
る
。

支
部
友
の
制
度
は
、
支
部
ご
と
に
異
な

り
、ま
た
公
式
な
も
の
で
は
な
い
。こ
れ

ら
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
当
会
の
会
員

増
強
の
た
め
の
方
策
に
は
、
ま
だ
ま
だ

工
夫
の
余
地
が
あ
ろ
う
。

私
見
に
な
る
が
、
支
部
友
制
が
新
入

会
員
獲
得
に
実
績
を
挙
げ
て
い
る
点
を

考
え
る
と
、英
国
山
岳
会
の
よ
う
に
、準

会
員
や
賛
助
会
員
の
制
度
を
設
け
る
こ

と
が
会
員
増
加
策
の
糸
口
に
な
る
と
思

わ
れ
る
。し
か
し
、正
会
員
と
準
会
員
等

の
会
費
を
同
額
と
す
る
の
で
は
、
入
会

者
を
増
や
す
た
め
の
垣
根
を
低
く
す
る

こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
会
員
資
格
制
度

に
つ
い
て
議
論
す
る
紙
面
は
な
い
が
、

エ
リ
ー
ト
「
ア
ル
プ
ス
登
山
ク
ラ
ブ
」
と

し
て
厳
密
な
資
格
審
査
が
あ
る
英
国
山

岳
会
の
例
は
参
考
に
は
な
ら
な
い
。
同

じ
よ
う
に
当
会
が
、登
山
エ
リ
ー
ト
の
ク

ラ
ブ
と
し
て
小
さ
く
ま
と
ま
る
方
向
で

は
、会
員
の
増
加
に
結
び
つ
か
ず
、財
政

破
綻
の
時
期
を
早
め
る
こ
と
に
な
り
か

ね
な
い
か
ら
で
あ
る
。
決
し
て
安
易
な

拡
大
路
線
を
勧
め
る
も
の
で
は
な
い
が
、

当
会
の
創
立
時
か
ら
の
理
念
で
あ
る
登

山
振
興
、山
岳
調
査
、環
境
保
全
を
行
な

う
山
の
親
睦
団
体
と
し
て
、幅
広
く
仲
間

を
増
や
す
こ
と
を
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

会
員
増
加
策
と
会
員
制
度
の
検
討
は
、

当
会
の
会
員
増
強
・
財
政
基
盤
検
討
委

員
会
に
お
い
て
、
端
緒
に
つ
い
た
ば
か

り
で
あ
る
。し
か
し
、赤
字
決
算
が
続
く

現
在
の
当
会
の
財
政
状
況
か
ら
す
る
と
、

一
刻
も
早
く
結
論
を
出
す
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。デ
ス
・
ス
パ
イ
ラ
ル
か
ら
脱
す

る
た
め
に
、
会
員
を
増
や
す
こ
と
に
知

恵
を
絞
り
、実
行
に
移
す
こ
と
し
か
、日

本
山
岳
会
が
生
き
延
び
る
方
法
は
な
い

も
の
と
考
え
る
。‥

（
了
）
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と
が
で
き
な
か
っ
た
。

こ
の
理
由
は
、
地
元
登
山
ガ
イ
ド
振

興
策
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
が
、
公
園

管
理
局
に
よ
る
自
然
保
護
政
策
と
し
て

規
則
化
さ
れ
て
い
て
、
打
開
は
困
難
で

あ
る
と
判
断
し
た
。こ
の
た
め
、名
誉
を

挽
回
す
る
た
め
に
多
く
の
仲
間
の
協
力

を
い
た
だ
き
、
14
年
か
ら
の
活
動
を
可

能
に
す
る
申
し
開
き
書
な
ど
い
く
つ
も

具
申
し
た
。
そ
の
甲
斐
と
吉
川
教
授
の

努
力
も
あ
っ
て
、
私
の
実
績
が
再
評
価

さ
れ
、
パ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
か
ら
は
機
器
設

置
の
登
山
に
は
ぜ
ひ
私
の
参
加
を
、
と

請
わ
れ
た
。
そ
し
て
登
山
の
許
可
も
下

り
た
。

今
年
の
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
登
山
は
ひ
と

月
余
り
の
期
間
中
に
ふ
た
つ
の
プ
ラ
ン

こ
れ
ま
で
に
20
年
間
継
続
し
た
高
所

気
象
観
測
の
デ
ー
タ
は
、
高
所
登
山
の

た
め
だ
け
で
な
く
、
航
空
関
連
、
天
災

地
震
関
係
な
ど
北
極
を
中
心
と
す
る
ジ

ェ
ッ
ト
ス
ト
リ
ー
ム
の
跛
行
現
象
の
解
明

に
も
寄
与
で
き
た
と
の
自
負
が
あ
る
が
、

世
界
で
も
稀
に
み
る
高
所
か
つ
北
極
圏

に
お
け
る
気
象
観
測
は
、
さ
ら
に
長
期

間
継
続
し
て
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
知
見
が
あ
る
と
考

え
る
。

ア
ラ
ス
カ
大
学
Ｉ
Ａ
Ｒ
Ｃ
と
水
理
環

境
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
れ
ら
の
観
点
か
ら
、

ま
た
、
長
年
の
共
同
研
究
の
実
績
か
ら

私
の
観
測
再
開
計
画
に
対
し
て
支
援
・

協
力
を
示
し
て
く
れ
、
さ
ら
に
、
以
前

か
ら
長
期
に
わ
た
り
支
援
を
い
た
だ
い

て
き
た
電
源
開
発
㈱
か
ら
の
寄
付
の
再

開
見
込
み
が
立
っ
た
こ
と
か
ら
、
第
3

期
の
気
象
観
測
の
た
め
の
検
討
が
、
２

０
１
３
年
初
頭
か
ら
日
本
山
岳
会
の
公

益
法
人
運
営
委
員
会
と
マ
ッ
キ
ン
リ
ー

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
始
ま
っ
た
。

し
か
し
、13
年
に
入
り
、中
心
と
な
っ

て
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
し
進
め
て

く
れ
て
い
た
水
理
環
境
セ
ン
タ
ー
の
吉

川
教
授
が
、
第
3
期
の
観
測
の
た
め
機

器
設
置
を
申
請
し
た
が
、
地
元
に
お
け

る
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
峰
登
頂
１
０
０
周
年

記
念
登
山
な
ど
の
行
事
が
あ
り
、
そ
の

あ
と
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
な
う
必

要
が
あ
る
と
し
て
、
デ
ナ
リ
国
立
公
園

管
理
局
か
ら
設
置
許
可
を
得
ら
れ
な
か

っ
た
。

ま
た
、
再
開
に
あ
た
り
も
う
ひ
と
つ

の
障
害
が
起
き
た
。
機
器
の
設
置
を
目

的
と
す
る
私
の
観
測
登
山
隊
が
、
長
年

の
実
績
は
あ
っ
て
も
、
今
年
は
応
募
の

方
法
が
公
開
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
登
山

技
術
の
未
熟
な
隊
員
が
い
る
こ
と
、
観

測
隊
と
し
て
の
特
別
な
許
可
が
な
い
ま

ま
、
調
査
の
み
を
目
的
と
す
る
だ
け
で

は
、
私
自
身
の
ガ
イ
ド
登
山
と
変
わ
り

が
な
い
と
の
判
断
で
、
直
前
に
登
山
許

可
を
取
り
消
す
公
園
管
理
局
の
対
応
で

あ
る
。デ
ナ
リ
国
立
公
園
へ
の
公
募（
商

業
）登
山
隊
の
入
域
は
、地
元
登
山
ガ
イ

ド
会
社
に
し
か
許
可
さ
れ
て
い
な
い
。

私
の
率
い
る
隊
は
、
公
募（
商
業
）登
山

と
疑
わ
れ
、
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
に
入
る
こ

を
実
践
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
前
半
は

気
象
観
測
の
再
開
が
決
ま
り
、
第
3
期

測
器
設
置
登
山
隊
の
実
践
。後
半
は
、私

の
仲
間
3
人
と
の
純
粋
な
登
山
で
あ
る
。

気
象
観
測
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
設
置
す
る

期
間
は
最
長
６
月
10
日
ま
で
と
し
、
一

度
下
山
し
、
頂
上
を
目
指
す
仲
間
と
一

緒
に
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を
受
け
11
日
よ

り
20
日
間
を
そ
の
登
山
に
あ
て
た
（
登

山
は
積
雪
と
の
戦
い
の
結
果
、
や
っ
と

28
日
に
日
程
ギ
リ
ギ
リ
で
登
頂
、
登
頂

率
は
下
山
時
に
35
％
で
あ
っ
た
）。

気
象
観
測
機
器
設
置
登
山
隊
の
動
向

を
下
記
に
示
す
。

天
候
不
順
で
3
日
間
タ
ル
キ
ー
ト
ナ

の
街
で
足
止
め
を
く
っ
た
。
よ
う
や
く

６
月
2
日
に
カ
ヒ
ル
ト
ナ
氷
河
に
降
り

立
っ
た
。
通
い
詰
め
た
見
慣
れ
た
景
色

だ
が
、
端
麗
な
曲
線
を
持
つ
純
白
で
広

大
な
雪
氷
の
流
れ
に
は
愛
し
さ
さ
え
覚

え
る
。
そ
の
美
し
さ
は
25
年
間
ま
っ
た

く
変
わ
ら
な
い
。
09
年
、
20
年
間
の
気

象
観
測
機
器
設
置
許
可
終
了
に
伴
い
、

翌
10
年
6
月
の
ウ
エ
ザ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
解
体
・
荷
下
げ
を
も
っ
て
第
２
期
の

気
象
観
測
登
山
隊
を
終
了
し
て
か
ら
、

丸
4
年
が
経
っ
て
い
た
。

観
測
隊
は
ア
ラ
ス
カ
大
学
水
理
環
境

セ
ン
タ
ー
お
よ
び
デ
ナ
リ
国
立
公
園
局

と
日
本
山
岳
会
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
気
象
観

S
cience

２
０
１
４　

第
３
期
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
気
象
観
測

登
山
隊
報
告

マ
ッ
キ
ン
リ
ー
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
委
員
長　

大
蔵
喜
福

6月28日快晴の頂上の筆者
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測
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
3
者
共
同
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
本
年
度
以
降
、

数
年
を
か
け
複
数
の
気
象
観
測
機
器
を

山
中
に
設
置
す
る
予
定
で
、
観
測
項
目

は
登
山
関
連
だ
け
で
な
く
デ
ナ
リ
国
立

公
園
と
そ
の
周
辺
へ
も
寄
与
す
る
内
容

と
な
り
、
さ
ら
に
観
測
デ
ー
タ
は
公
園
内

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
立
で
広
く
各
方
面

に
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

今
回
の
設
置
場
所
は
天
候
に
よ
っ
て

西
稜
の
肩
４
９
０
０
ｍ
か
メ
デ
ィ
カ
ル

キ
ャ
ン
プ
東
端
の
４
３
０
０
ｍ
か
の
ど

ち
ら
か
に
す
る
予
定
、
パ
ー
テ
ィ
は
ア

ラ
ス
カ
大
学
水
理
環
境
セ
ン
タ
ー
・
吉

川
謙
二
教
授
、
そ
し
て
ケ
ン
・
ア
ー
ビ
ン

グ
技
師
と
私
の
3
人
。

2
日
か
ら
の
設
置
隊
は
パ
ー
ク
サ
ー

ビ
ス
隊
員
の
直
接
参
加
は
望
め
な
か
っ

た
の
で
、
薹
の
立
っ
た
年
配
者
で
は
運

べ
る
荷
物
に
限
界
が
あ
る
。
50
代
前
半

の
教
授
に
還
暦
を
過
ぎ
た
２
人
だ
。
観

測
機
器
類
に
つ
い
て
は
メ
デ
ィ
カ
ル
キ

ャ
ン
プ（
４
３
０
０
ｍ
）の
レ
ン
ジ
ャ
ー
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
の

荷
揚
げ
を
依
頼
し
た
。
セ
ン
サ
ー
だ
け

で
な
く
工
作
機
械
に
バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど

重
量
に
し
て
60
㎏
ほ
ど
。
若
者
の
い
な

い
少
人
数
隊
な
の
で
大
助
か
り
で
あ
る
。

隊
は
メ
デ
ィ
カ
ル
キ
ャ
ン
プ
ま
で
の

日
程
に
必
要
な
食
糧
と
装
備
約
90
㎏
を

そ
れ
ぞ
れ
の
ソ
リ
と
ザ
ッ
ク
に
分
け
て

背
負
い
引
く
。
氷
河
歩
き
に
慣
れ
た
者

ば
か
り
で
安
心
、
特
に
ケ
ン
は
ス
キ
ー

の
達
人
で
大
助
か
り
だ
。
2
人
分
の
ソ

リ
を
楽
々
と
引
く
。

カ
ヒ
ル
ト
ナ
南
東
支
流
氷
河
に
あ
る

エ
ア
ー
タ
ク
シ
ー
の
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
ポ
イ

ン
ト
は
２
２
５
０
ｍ
。
カ
ヒ
ル
ト
ナ
氷
河

本
流
へ
は
３
０
０
ｍ
弱
の
下
り
で
、
そ

の
ボ
ト
ム
は
約
２
０
０
０
ｍ
。
だ
か
ら

頂
上
と
の
標
高
差
は
４
０
０
０
ｍ
を
優

に
超
す
。
氷
河
の
状
況
で
例
年
と
異
な

る
の
は
積
雪
の
量
だ
。
明
ら
か
に
大
量

の
積
雪
で
ル
ー
ト
は
直
線
的
に
な
っ
て
、

距
離
も
あ
る
程
度
短
く
ヒ
ド
ン
ク
レ
バ

ス
の
危
険
性
は
少
な
い
。
幾
分
楽
に
行

動
で
き
る
。
教
授
は
ス
プ
リ
ッ
ト
ボ
ー

ド
、
ケ
ン
と
私
は
ス
キ
ー
だ
。

初
日
は
午
後
2
時
に
出
発
、シ
ー
ル
装

着
で
Ｃ
1
予
定
の
２
４
０
０
ｍ
地
点
に

午
後
７
時
半
に
着
く
。
距
離
は
約
10
㎞
、

最
初
は
下
り
だ
か
ら
滑
り
に
慣
れ
て
い

な
い
と
、
引
く
ソ
リ
に
振
り
回
さ
れ
相

当
て
こ
ず
る
。
滑
り
が
達
者
な
チ
ー
ム

で
ほ
っ
と
し
た
。

新
し
い
機
材
で
は
、
記
録
装
置
の
デ

ー
タ
回
収
の
必
要
も
な
く
、
マ
ッ
キ
ン
リ

ー
峰
の
気
象
を
衛
星
電
話
回
線
に
よ
り

常
時
モ
ニ
タ
ー
で
き
る
の
で
あ
る
。

６
月
3
日
晴
天
、
Ｃ
2
へ
５
㎞
ほ
ど

移
動
。
お
昼
か
ら
７
時
間
か
け
て
２
９

０
０
ｍ
地
点
へ
。
こ
の
と
こ
ろ
タ
ク
テ
ィ
ク

ス
が
変
わ
り
、
Ｃ
2
は
あ
ま
り
使
わ
れ

な
く
な
っ
た
よ
う
で
、
2
～
3
張
の
テ

ン
ト
で
寂
し
い
限
り
だ
。
翌
４
日
も
晴
天

の
な
か
４
㎞
４
時
間
半
で
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
キ

ャ
ン
プ
３
４
０
０
ｍ
へ
。
距
離
は
短
い

が
傾
斜
が
強
く
、
標
高
差
は
５
０
０
ｍ

近
く
あ
る
。
重
量
の
あ
る
ソ
リ
を
引
い
て

の
ス
キ
ー
歩
行
は
あ
る
意
味
限
界
、
こ

こ
か
ら
先
は
荷
揚
げ
と
い
う
手
段
で
移

動
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
５
日
は
1
日

中
雪
、
停
滞
し
て
身
体
を
休
め
る
。

翌
６
日
は
距
離
４
㎞
、
１
０
０
０
ｍ

の
高
度
差
を
１
日
で
移
動
、レ
ン
ジ
ャ
ー

の
詰
所
と
メ
デ
ィ
カ
ル
テ
ン
ト
の
あ
る

４
３
０
０
ｍ
の
メ
デ
ィ
カ
ル
キ
ャ
ン
プ

へ
。７

日
、
小
雪
の
中
、メ
デ
ィ
カ
ル
キ
ャ

ン
プ
の
東
端
の
絶
壁
の
小
尖
塔
に
測
器

第
1
号
を
設
置
し
た
。
新
し
い
第
一
歩

を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
毎
日
の

最
大
限
の
行
動
で
短
期
間
の
据
付
け
が

で
き
、う
れ
し
か
っ
た
。来
期
は
さ
ら
に

上
部
、
そ
し
て
…
…
。

６
月
８
日
は
丸
1
日
か
け
て
、
一
気

呵
成
に
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
に
滑

り
降
り
た
。
日
焼
け
に
よ
り
顔
と
手
は

赤
銅
色
に
な
っ
た
。
乾
杯
の
ビ
ー
ル
は

爪
先
ま
で
染
み
込
ん
で
、
至
福
の
時
を

運
ん
で
く
れ
た
。
た
だ
、
翌
日
か
ら
3

日
間
、
雪
模
様
で
飛
行
機
は
来
ら
れ
ず
、

氷
河
上
の
滑
走
路
を
毎
日
、
せ
っ
せ
と

踏
ん
だ
。

観
測
開
始
か
ら
今
年
で
25
年
が
過
ぎ

た
。
本
当
に
走
馬
灯
の
よ
う
に
四
半
世

紀
を
思
い
出
す
。
デ
ナ
リ
パ
ス
周
辺
の

氷
河
調
査
も
し
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が

あ
っ
た
。
来
期
か
ら
の
気
象
観
測
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
を
設
置
す
る
作
業
も
、
ア
ラ

ス
カ
大
学
水
理
環
境
セ
ン
タ
ー
を
中
心

に
、パ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
の
協
力
で
新
た

な
組
織
体
制
が
組
ま
れ
、
期
待
が
膨
ら

む
。今

後
の
課
題
は
、
継
続
的
な
観
測
を

行
な
う
た
め
の
、
日
本
山
岳
会
を
は
じ

め
と
す
る
支
援
体
制
の
整
備
と
考
え
る
。

14350ｍエッジオブザワールドの尖岩に設置した自動気象観測装置
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山
田
二
郎
さ
ん
を
偲
ぶ

�
田
辺
壽

昨
年
12
月
18
日
、
山
田
二
郎
さ
ん
が

93
歳
で
亡
く
な
ら
れ
た
。

山
田
さ
ん
は
中
学
生
の
こ
ろ
か
ら
、

同
じ
慶
應
の
山
岳
部
で
育
っ
た
お
兄
さ

ん
に
連
れ
ら
れ
て
よ
く
登
っ
た
の
が
、

山
登
り
の
始
ま
り
だ
っ
た
と
の
こ
と
で

あ
る
。

太
平
洋
戦
争
の
と
き
、
山
田
さ
ん
は

学
徒
動
員
で
戦
車
隊
の
隊
長
と
し
て
働

き
、
終
戦
と
同
時
に
学
校
に
ス
ト
レ
ー

ト
に
復
帰
し
、
山
岳
部
の
復
興
に
努
め

た
。慶

應
山
岳
部
で
も
日
本
山
岳
会
で
も

山
田
さ
ん
は
ま
っ
た
く
変
わ
ら
ず
、
非

常
に
真
面
目
な
リ
ー
ダ
ー
だ
っ
た
。
そ

し
て
ま
た
、
山
田
さ
ん
は
ひ
と
り
の
ク

ラ
イ
マ
ー
と
し
て
の
力
量
と
オ
ー
ガ
ナ

イ
ザ
ー
と
し
て
の
力
量
も
併
せ
持
っ
た
、

優
れ
た
登
山
家
だ
っ
た
。

ク
ラ
イ
マ
ー
と
し
て
山
田
さ
ん
は
終

戦
直
前
、
冬
の
槍
ヶ
岳
・
北
鎌
尾
根
を

末
端
か
ら
頂
ま
で
初
完
登
し
た
。

そ
し
て
、
日
本
山
岳
会
が
ヒ
マ
ラ
ヤ

時
代
の
夜
明
け
を
迎
え
た
と
き
、
日
本

の
冬
山
か
ら
ヒ
マ
ラ
ヤ
へ
の
路
を
拓
い

た
、
若
い
ク
ラ
イ
マ
ー
の
一
群
の
１
人

だ
っ
た
。

一
方
、
山
田
さ
ん
は
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
優
れ
た
ク
ラ
イ
マ
ー
だ
っ
た
。

慶
應
義
塾
創
立
１
０
０
年
ヒ
マ
ル
チ

ュ
リ
登
山
隊
の
隊
長
と
し
て
初
登
頂
し
、

日
本
山
岳
会
に
あ
っ
て
も
会
長
を
務
め
、

ま
た
、
ナ
ム
チ
ェ
バ
ル
ワ
登
山
隊
の
リ

ー
ダ
ー
を
2
度
に
わ
た
っ
て
務
め
、
こ

れ
も
初
登
頂
の
成
果
を
挙
げ
た
。

私
が
慶
應
の
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
の
隊
で

山
田
さ
ん
と
登
っ
た
と
き
の
、
忘
れ
ら

れ
な
い
ひ
と
こ
ま
が
あ
る
。

　
　

あ
れ
は
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
の
第
４

キ
ャ
ン
プ
地
を
探
し
て
、
重
い
荷
を
背

負
っ
て
登
っ
て
い
る
と
き
の
こ
と
だ
っ

た
。そ

の
と
き
は
深
い
ガ
ス
の
中
で
私
た

ち
若
い
隊
員
が
「
こ
ん
な
ガ
ス
の
中
登

っ
て
も
無
駄
だ
」
と
文
句
を
言
っ
て
い

た
。
そ
の
と
き
山
田
隊
長
が
、「
合
理
主

義
の
衣
を
被
っ
た
イ
ー
ジ
ー
ゴ
ー
イ
ン

グ
は
イ
カ
ン
！
」
と
言
っ
て
先
頭
に
立

っ
て
登
っ
た
。
山
田
さ
ん
の
隊
長
と
し

て
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
、
今
も
胸
に

残
る
。

剛
直
に
し
て
真
面
目
な
山
田
さ
ん
は

慶
應
山
岳
部
・
日
本
山
岳
会
を
通
じ
て

優
れ
た
リ
ー
ダ
ー
だ
っ
た
。

そ
し
て
一
面
、
山
田
さ
ん
の
奥
さ
ん

に
対
す
る
優
し
さ
も
、
山
田
さ
ん
の
人

間
と
し
て
の
魅
力
を
惹
き
立
て
て
い
る
。

あ
る
と
き
、
若
い
部
員
が
私
の
所
へ

山
田
さ
ん
一
家
の
集
合
写
真
を
持
っ
て

来
た
。
山
田
さ
ん
が
奥
さ
ん
の
膝
に
優

し
く
手
を
載
せ
て
い
る
と
言
っ
て
騒
い

だ
。正

に
強
く
な
け
れ
ば
男
で
は
な
い
。

優
し
く
な
け
れ
ば
男
で
は
な
い
。

そ
ん
な
山
田
さ
ん
は
、
も
う
い
な
い
。

山田二郎（やまだ・じろう）会員No.3473
1922年　‥山田乙三・静子の二男として生ま

れる。
1940年　‥東京府立第六中学校を卒業。兄秀

介のあとを追い慶應義塾大学に入
学、同山岳部に入部。

1942年　‥加藤喜一郎とともに冬の北鎌尾根
に極地法で登山、冬期北鎌尾根を
末端より初完登する。

1943年　日本陸軍戦車隊に入隊。
1945年　‥終戦後に復学、チーフリーダーと

して山岳部の再建に努める。
1949年　‥日本山岳会入会。槇有恒を社長と

する佐倉飼料に入社。
1952年　結婚。
1953年　‥第１次マナスル登山隊参加。㈱ミ

クニ入社。
1954年　第２次マナスル登山隊参加。
1960年　‥慶應義塾創立100年記念ヒマルチ

ュリ登山隊隊長としてヒマルチュ
リ峰初登頂に成功。

1970年　㈱ミクニ社取締役就任。
1978年　ミクニアメリカン社長就任。
1979年　同社専務就任
1989年　日本山岳会会長就任。
1991年　‥日中合同ナムチェバルワ登山隊総

隊長。
1992年　‥前年に引き続き総隊長を務め、同

峰初登頂。
1993年　日本山岳会名誉会員。
2014年　病気のため93歳で永眠。
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ル
・
パ
ト
ナ
ム
・
ハ
ッ
ト
と
命
名
さ
れ

た
。
ア
メ
リ
カ
山
岳
会
発
行
の
“A

‥
C
lim

ber

’s‥G
uide‥to‥the‥Interior‥

R
anges‥of‥B

ritish‥C
olum

bia

”
を
半

世
紀
ぶ
り
に
繙
い
た
ら
、
そ
の
著
者
が

パ
ト
ナ
ム
さ
ん
で
あ
る
こ
と
を
初
め
て

知
り
感
無
量
だ
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
で
一
番
古
い
ア
パ
ラ
チ
ア

山
岳
会
、
ア
メ
リ
カ
山
岳
会
、
カ
ナ
ダ

山
岳
会
の
名
誉
会
員
は
も
と
よ
り
、
Ｋ

2
の
ロ
バ
ー
ト
・
ベ
イ
ツ
に
次
い
で
2

人
目
の
ア
メ
リ
カ
山
岳
会
名
誉
会
長
に

も
就
任
し
た
。

多
く
の
本
も
書
い
た
。『
ア
メ
リ
カ

ン
・
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
の
１
０
０
年
』、

『
Ｋ
2　

１
９
３
９
年
の
悲
劇
』、『
ス

イ
ス　

カ
ナ
ダ
登
山
ガ
イ
ド
文
献
』
な

ど
で
あ
る
。

30
年
間
、
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
の
ア
メ
リ
カ
と

カ
ナ
ダ
の
代
表
を
務
め
、
丹
部
節
夫
さ

ん
と
も
連
携
し
て
積
極
的
に
活
動
し
た
。

１
９
９
３
年
に
名
誉
会
員
に
な
ら
れ
た
。

副
会
長
と
し
て
の
パ
ト
ナ
ム
さ
ん
の
使

命
は
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
を
国
際
的
な
山
岳
連
盟

に
育
て
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

能
登
半
島
が
パ
ト
ナ
ム
さ
ん
の
縁
故

の
土
地
で
あ
る
。
ボ
ス
ト
ン
の
名
家
に

生
ま
れ
た
天
文
台
創
設
者
「
知
ら
れ
ざ

る
ジ
ャ
パ
ノ
ロ
ジ
ス
ト
」パ
ー
シ
バ
ル
・

ロ
ー
ウ
ェ
ル（
１
８
５
５
～
１
９
１
６
）

は
東
洋
に
憧
れ
、
明
治
初
期
の
１
８
８

３
年
に
来
日
、
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー

ン
に
影
響
を
与
え
た
。

能
登
半
島
踏
査
の
折
に
は
石
川
県
穴

水
町
を
訪
れ
、
宣
教
師
ウ
ォ
ル
タ
ー
・

ウ
ェ
ス
ト
ン
よ
り
早
く
北
ア
ル
プ
ス
に

入
り
、
針
ノ
木
峠
を
越
え
て
い
る
。
１

８
９
１
年
に
は
『
能
登
・
人
に
知
ら
れ

ぬ
日
本
の
辺
境
』を
出
版
し
た
。

パ
ト
ナ
ム
さ
ん
は
、
１
９
９
２
年
に

穴
水
町
を
訪
れ
歓
迎
さ
れ
て
い
る
。
穴

水
町
は
パ
ー
シ
バ
ル
・
ロ
ー
ウ
ェ
ル
ゆ

か
り
の
土
地
で
あ
り
、
ロ
ー
ウ
ェ
ル
顕

彰
碑
が
造
ら
れ
て
い
る
。「
ロ
ー
ウ
ェ

ル
」
と
名
付
け
ら
れ
た
杏
入
り
の
美
味

し
い
ケ
ー
キ
が
今
で
も
売
ら
れ
て
い
る
。

２
０
０
７
年
、
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
松
本
総
会

の
折
に
パ
ト
ナ
ム
さ
ん
を
能
登
に
お
連

れ
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
ド
ク
タ
ー
ス

ト
ッ
プ
の
た
め
来
日
で
き
な
く
な
っ
た
。

楽
し
み
に
し
て
お
ら
れ
た
だ
け
に
、
今

で
も
残
念
に
思
っ
て
い
る
。

追
悼
式
は
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
の

ス
プ
リ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
で
12
月
27
日

に
行
な
わ
れ
た
。
心
か
ら
ご
冥
福
を
お

祈
り
す
る
。

M
em
ory

ビ
ル
・
パ
ト
ナ
ム
さ
ん
を
偲
ぶ

�

中
村
保

私
の
恩
人
、
ア
メ
リ
カ
登
山
界
の
重

鎮
、
ビ
ル
・
パ
ト
ナ
ム
さ
ん
が
昨
年
末
、

12
月
20
日
に
他
界
さ
れ
た
。
享
年
90
。

本
名
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ロ
ー
ウ
ェ
ル
・
パ

ト
ナ
ム（
１
９
２
４　

２
０
１
４
）。
ア

リ
ゾ
ナ
州
フ
ラ
グ
ス
タ
フ
に
あ
る
火
星

研
究
と
冥
王
星
の
発
見
で
有
名
な
ロ
ー

ウ
ェ
ル
天
文
台
の
創
設
者
パ
ー
シ
バ

ル
・
ロ
ー
ウ
ェ
ル
の
甥
の
孫
に
あ
た
る
。

自
身
も
長
年
館
長
を
勤
め
て
き
た
。

私
が
初
め
て
お
会
い
し
た
の
は
２
０

０
２
年
の
国
際
山
岳
連
盟（
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
）

ア
リ
ゾ
ナ
総
会
で
あ
る
。
以
後
、
ア
メ

リ
カ
山
岳
会
04
年
ラ
ス
ヴ
ェ
ガ
ス
総
会
、

07
年
オ
レ
ゴ
ン
総
会
、
11
年
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ

カ
ト
マ
ン
ズ
総
会
で
お
会
い
し
て
い
る
。

英
語
が
難
解
、
強
持
て
で
と
っ
つ
き

に
く
い
が
、
笑
顔
は
人
な
つ
こ
い
優
し

い
表
情
に
な
る
。
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
英
文
ジ
ャ

ー
ナ
ル
を
評
価
、
私
に
目
を
か
け
て
く

だ
さ
っ
た
。
07
年
に
は
ア
メ
リ
カ
山
岳

会
の
名
誉
会
員
推
挙
、
昨
年
は
Ｕ
Ｉ
Ａ

Ａ
の
名
誉
会
員
に
推
薦
し
て
い
た
だ
い

た
（『
山
』
14
年
11
月
号
・
小
野
寺
斉
さ

ん
記
）。

パ
ト
ナ
ム
さ
ん
は
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ

ツ
州
に
生
ま
れ
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
で
地

質
学
を
学
ん
だ
。
第
二
次
大
戦
に
従
軍

し
、
胸
部
に
重
症
を
負
う
。
こ
の
た
め

後
年
高
所
に
行
け
な
く
な
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。
職
業
的
キ
ャ
リ
ア
と
し
て

は
放
送
業
界
で
活
躍
し
て
名
声
を
馳
せ

た
。ヒ

マ
ラ
ヤ
ン
・
ク
ラ
イ
マ
ー
で
は
な

か
っ
た
た
め
か
、
登
山
家
と
し
て
の
名

声
は
世
界
的
と
は
言
え
な
い
が
、
北
米

の
登
山
界
と
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
へ
の
貢
献
は
多

大
で
あ
る
。

カ
ナ
ダ
、
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ

ン
ビ
ア
の
内
陸
山
脈
、
セ
ル
カ
ー
ク
山

塊
で
幾
つ
も
の
初
登
頂
を
し
、
探
検
的

遠
征
を
実
践
し
た
。
02
年
に
フ
ェ
ア
リ

ー
メ
ド
ー
の
山
小
屋
は
彼
に
因
ん
で
ビ

Bill‥in‥Las‥Vegas－右が愛妻の故キティーさん
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「
山
の
日
」の
ス
タ
ー
ト
を
来
年
に
控

え
、
3
月
28
日（
土
）、
29
日（
日
）の
2

日
間
、
東
京
・
有
楽
町
の
東
京
国
際
フ

ォ
ー
ラ
ム
を
会
場
に
「
全
国
『
山
の
日
』

フ
ォ
ー
ラ
ム　

み
ん
な
で
山
を
考
え
よ

う
」が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
イ
ベ
ン
ト
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
ぜ
ひ
会
場
に
足
を
運

ん
で
、
機
運
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き

た
く
思
い
ま
す
。

▽
多
彩
な
講
演
、
討
議

イ
ベ
ン
ト
の
柱
に
な
る
の
は
、
山
岳

界
の
著
名
人
や
、山･

森
林
、自
然
災
害

･

山
岳
遭
難
な
ど
に
か
か
わ
る
識
者
が

参
加
す
る
多
彩
な
講
演
、パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
す
。
１
日
目
の
メ
イ
ン
テ

ー
マ
は「『
山
の
日
』と
地
方
創
生
」で
す
。

大
都
市
に
比
べ
る
と
、
地
域
の
経
済
や

社
会
を
め
ぐ
っ
て
は
、
衰
退
が
著
し
い

と
の
指
摘
が
絶
え
ま
せ
ん
。「
山
の
日
」

を
き
っ
か
け
に
、
身
近
な
山
々
の
豊
か

な
自
然
を
見
つ
め
直
し
、
そ
れ
に
よ
っ

て
地
域
の
活
力
を
取
り
戻
す
こ
と
へ
の

期
待
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の

山
岳
に
魅
せ
ら
れ
た
外
国
人
登
山
者
や

観
光
客
が
増
え
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、

地
域
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い

く
の
か
も
探
り
ま
す
。
注
目
を
集
め
て

い
る｢

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」や「
ロ
ン
グ
ト

レ
イ
ル
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
り
ま
す
。

日
本
の
山
は
森
林
が
そ
の
魅
力
の
多
く

を
占
め
て
い
ま
す
。
林
業
の
将
来
像
や

森
林
セ
ラ
ピ
ー
、
水
源
と
し
て
の
森
林

の
大
切
さ
も
考
え
ま
す
。

2
日
目
は
「『
山
の
日
』
と
山
と
自
然

の
安
全
」が
テ
ー
マ
で
す
。
昨
秋
の
御
嶽

山
噴
火
は
、
山
に
登
る
と
い
う
行
為
に

常
に
ま
と
わ
り
つ
く
自
然
の
猛
威
、
恐

ろ
し
さ
を
、
私
た
ち
に
突
き
付
け
ま
し

た
。
山
岳
遭
難
救
助
の
実
態
や
、
御
嶽

山
噴
火
に
よ
り
改
め
て
注
目
を
集
め
た

登
山
届
の
大
切
さ
、
災
害
へ
の
備
え
な

ど
を
話
し
合
い
ま
す
。

M
ountaineering�D

ay
「
山
の
日
」フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
へ

東
京
・
有
楽
町
で
２
日
間

｢

山
の
日｣

事
業
委
員
会
担
当
理
事　

山
賀
純
一

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
登
山

な
ど
の
自
然
体
験
を
通
じ
て
そ
の
魅
力

や
危
険
を
知
る
こ
と
は
、
教
育
の
観
点

か
ら
と
て
も
重
要
で
す
。
自
然
体
験
活

動
に
伴
う
安
全
対
策
や
、
登
山
に
求
め

ら
れ
る
体
力
も
テ
ー
マ
と
な
り
ま
す
。

講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
合

間
に
は
、
山
岳
映
画
の
上
映
や
著
名
人

の
ト
ー
ク
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
会
場
に
併
設
し
て
、多
数

の
出
展
ブ
ー
ス
や
野
外
ス
テ
ー
ジ
も
設

け
ら
れ
、
地
方
自
治
体
や
ア
ウ
ト
ド
ア

関
連
企
業
、
山
小
屋
な
ど
が
参
加
し
ま

す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
ま
だ
確
定
し
て

い
な
い
部
分
も
多
く
あ
り
ま
す
。
全
国

「
山
の
日
」
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
実
行
委
で
協
力

｢

山
の
日
」フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、全
国「
山
の

日
」協
議
会
が
提
唱
し
ま
し
た
。協
議
会

は
山
岳
５
団
体
の
み
な
ら
ず
、
国
会
議

員
、
地
方
自
治
体
、
企
業
、
環
境
関
係

等
の
団
体
、
個
人
の
有
志
で
構
成
さ
れ

て
お
り
、
日
本
山
岳
会
は
そ
の
主
要
メ

ン
バ
ー
で
す
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
主
催
は
実

行
委
員
会
が
担
い
、
協
議
会
に
加
え
て

文
部
科
学
省
、
環
境
省
、
農
林
水
産
省

（
林
野
庁
）、国
土
交
通
省（
観
光
庁
）、内

閣
府（
警
察
庁
）、総
務
省（
消
防
庁
）、東

京
都
な
ど
で
構
成
さ
れ
ま
す
。
実
行
委

員
会
の
会
長
は
、
協
議
会
の
会
長
で
衆

議
院
議
員
の
谷
垣
禎
一
さ
ん
が
務
め
ま

す
。
本
会
か
ら
は
森
武
昭
会
長
が
委
員

に
就
き
、フ
ォ
ー
ラ
ム
の
成
功
に
向
け
て

協
力
す
る
態
勢
を
と
り
ま
す
。

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は｢

山
の
日
」
の

実
施
が
決
ま
っ
て
以
降
、「
山
の
日
」に

焦
点
を
絞
っ
た
も
の
と
し
て
は
最
大
規

模
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。
立
案
か

ら
実
施
ま
で
の
期
間
が
短
い
こ
と
か
ら

1
月
の
理
事
会
で
は
、
準
備
の
遅
れ
や

規
模
の
大
き
さ
か
ら
実
現
を
危
ぶ
む
声

が
聞
か
れ
た
の
も
事
実
で
す
。

私
た
ち
す
べ
て
に
と
っ
て
国
民
の
祝

日｢

山
の
日
」は
初
め
て
の
活
動
テ
ー
マ

で
あ
り
、
そ
れ
に
向
け
た
様
々
な
取
り

組
み
も
初
め
て
の
課
題
で
あ
る
こ
と
は

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、今
年
1

月
号
会
報｢

山
」（
８
３
６
号
）で
萩
原
浩

司
さ
ん
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
山
岳

関
係
者
以
外
の｢

山
の
日
」
に
対
す
る

理
解
度
は
ま
だ
ま
だ
低
い
の
も
現
実
で

す
。
東
京
・
有
楽
町
と
い
う
利
便
性
の

良
い
場
所
で
、
子
ど
も
の
春
休
み
期
間

に
大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
こ

と
で
、「
山
の
日
」の
知
名
度
や
、そ
の
趣

旨
に
対
す
る
多
く
の
人
の
理
解
が
得
ら

れ
れ
ば
、
来
年
に
向
け
た
今
後
の
山
岳

界
全
体
の
活
動
に
と
っ
て
、
こ
の
上
な

い
追
い
風
に
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

開催場所の東京国際フォーラム
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会員の皆様のご意見、エッセイ、
俳句、短歌、詩などを掲載する
ページです。どしどしご投稿く
ださい。（紙面に限りがありま
すので、１点につき1000字程
度でお願いします）

東西
南北

題
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
明
治
大
学
博

物
館
と
日
英
共
同
研
究
調
査
グ
ル
ー
プ

G
ow

land‥P
roject‥

の
主
催
で
行
な
わ

れ
た
。
古
墳
研
究
者
と
し
て
の
ガ
ウ
ラ

ン
ド
を
知
る
べ
く
、
会
場
の
明
治
大
学

に
出
か
け
た
。
９
月
６
～
28
日
に
は
明

治
大
学
博
物
館
で
企
画
展
も
開
催
さ
れ
、

研
究
事
績
に
関
わ
る
品
々
が
展
示
さ
れ

て
い
た
（
当
会
か
ら
も
登
山
関
係
資
料

2
点
を
貸
出
し
て
い
る
）。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
明
治
大
学
名
誉
教

授
・
大
塚
初
重
氏
の
基
調
講
演
に
続
き
、

同
大
博
物
館
・
忽
那
氏
、
奈
良
文
化
財

研
究
所
・
諫
早
氏
、
宮
内
庁
書
陵
部
・

土
屋
氏
、
京
都
府
埋
蔵
文
化
調
査
研
究

セ
ン
タ
ー
・
竹
村
氏
、
大
英
博
物
館
・

ブ
ラ
ウ
ン
氏
、G

ow
land‥P

roject‥

リ

ー
ダ
ー
・
一
瀬
氏
ら
日
英
の
考
古
学
界

気
鋭
の
メ
ン
バ
ー
が
各
テ
ー
マ
に
沿
い

５
時
間
に
わ
た
り
解
説
し
た
。
一
般
に

知
り
得
な
い
ガ
ウ
ラ
ン
ド
の
古
墳
研
究

者
と
し
て
の
事
績
や
、
収
集
し
た
遺
物

の
再
整
理
過
程
な
ど
、
興
味
深
い
そ
の

内
容
を
紹
介
す
る
。

古
墳
学
者
、
ガ
ウ
ラ
ン
ド

冶
金
分
野
の
化
学
者
で
、
鉱
山
化
学

知
識
と
調
査
技
術
を
持
つ
ガ
ウ
ラ
ン
ド

は
、
そ
れ
ま
で
専
門
家
が
い
な
か
っ
た

考
古
学
の
世
界
で
、（
過
去
の
資
料
や
通

説
を
当
て
に
し
な
い
）
初
め
て
科
学
的
手

法
で
古
墳
の
発
掘
・
研
究
を
行
な
っ
た
。‥‥

古
墳
全
体
と
内
部
を
正
確
な
実
測
に

よ
っ
て
測
量
図
を
作
成
、
ま
た
石
棺
や

遺
物
発
見
位
置
を
画
期
的
な
方
眼
区
画

法
で
記
し
て
か
ら
、
遺
物
ひ
と
つ
ひ
と

つ
を
丹
念
に
調
べ
、
事
実
追
求
に
徹
し

た
。
さ
ら
に
証
拠
や
検
証
の
た
め
に
外

観
と
石
棺
、
遺
物
の
写
真
撮
影
を
行
な

う
。
古
墳
の
内
部
撮
影
で
は
マ
グ
ネ
シ

ウ
ム
を
発
光
さ
せ
、
明
る
く
鮮
明
に
写

し
出
し
た
。
撮
影
さ
れ
た
古
墳
の
中
に

は
す
で
に
破
壊
さ
れ
消
滅
し
て
し
ま
っ

た
も
の
も
あ
っ
て
、
極
め
て
貴
重
な
視

覚
資
料
と
い
え
る
。

ガ
ウ
ラ
ン
ド
の
古
墳
研
究

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
聴
く原

邦
三

明
治
５
年
に
お
雇
い
外
国
人
と
し
て

来
日
し
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ガ
ウ
ラ
ン
ド

（
＝
ゴ
ー
ラ
ン
ド　

１
８
４
２
～
１
９
２

２
）は
、
私
た
ち
登
山
者
に
は「
日
本
ア

ル
プ
ス
命
名
者
」と
し
て
馴
染
み
深
い
。

本
職
は
大
阪
造
幣
寮
（
局
）
の
技
師
で
、

西
日
本
各
地
の
鉱
山
を
巡
視
し
、
明
治

初
期
の
貨
幣
鋳
造
に
尽
力
し
た
。

そ
の
か
た
わ
ら
槍
ヶ
岳
な
ど
へ
精
力

的
に
登
り
、
中
部
山
岳
地
帯（
の
一
部
）

を
「Japanese‥A

lps

」
と
表
現
し
て
も

よ
い
、
と
し
た
。
こ
の
山
域
名
は
ア
ー

ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
と
そ
の
仲
間
が
刊
行

し
た
精
度
の
高
い
旅
行
案
内
書『
中
部
・

北
部
日
本
旅
行
案
内
』に
掲
載
さ
れ
た
。

同
書
は
版
を
重
ね
、
日
本
人
著
述
家
や

登
山
家
も
大
い
に
そ
の
恩
恵
に
あ
ず
か

っ
た
。
そ
の
後
出
版
さ
れ
た
ウ
ォ
ル
タ

ー
・
ウ
ェ
ス
ト
ン
著
『
日
本
ア
ル
プ
ス

登
山
と
探
検
』
に
よ
っ
て
そ
の
名
は
さ

ら
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
。

そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
、
彼
に
は
古
墳

研
究
者
の
顔
が
あ
る
。「
日
本
考
古
学

の
父
」と
も
呼
ば
れ
、滞
日
16
年
間
に
実

地
検
証
し
た
古
墳（
ド
ル
メ
ン
）は
４
０

６
基
、
測
量
は
１
４
０
基
に
及
ぶ
。
日

本
で
の
研
究
は
母
国
イ
ギ
リ
ス
で
高
い

評
価
を
得
、
貴
重
な
古
墳
遺
物
や
測
量

図
、写
真
な
ど
が
大
英
博
物
館
に「
ガ
ウ

ラ
ン
ド
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
し
て
収

蔵
・
展
示
さ
れ
て
い
る
。

昨
年
９
月
20
日
、「
古
墳
研
究
の
さ

き
が
け
・
ガ
ウ
ラ
ン
ド
を
考
え
る
」
と

大阪府塚本古墳群の石室に立つガウ
ランド（後藤和雄複写、明治大学博
物館提供、原資料は大英博物館蔵）
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し
か
し
、
後
年
の
遺
物
の
再
整
理
段

階
で
、
研
究
者
泣
か
せ
の
も
の
も
あ
る
。

金
属
部
分
の
み
が
残
り
有
機
質
箇
所
が

劣
化
消
滅
し
、
何
に
使
わ
れ
た
の
か
が

不
明
な
遺
物
だ
。
例
と
し
て
馬
具
が
拳

げ
ら
れ
、
と
て
も
興
味
深
か
っ
た
。

ガ
ウ
ラ
ン
ド
は
元
々
考
古
学
へ
の
興

味
は
さ
ほ
ど
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
来
日

の
翌
年
、
考
古
学
上
の
一
大
事
件‥

（
日

本
の
江
田
船
山
古
墳
か
ら
豪
族
の
名
が

彫
ら
れ
た
刀
剣
が
出
土
、
西
欧
で
は
シ

ュ
リ
ー
マ
ン
に
よ
り
ト
ロ
イ
〈
＝
イ
リ

オ
ス
〉の
遺
跡
発
見
）が
き
っ
か
け
と
な

り
、
俄
然
古
墳
発
掘
に
傾
斜
し
て
い
っ

た
。
科
学
的
手
法
を
と
り
つ
つ
、
一
方

で
は
『
日
本
書
紀
』
へ
の
関
心
を
高
め
、

重
層
的
に「
古
代
を
科
学
し
、追
求
す
る

お
も
し
ろ
さ
」
を
見
出
し
て
い
っ
た
と

い
う
。
神
武
天
皇
陵
の
強
い
否
定
な
ど

は
そ
の
表
れ
と
さ
れ
る
。

日
本
で
貨
幣
鋳
造
の
業
績
を
た
た
え

ら
れ
た
ガ
ウ
ラ
ン
ド
は
、
明
治
21
年
に

帰
英
し
、
考
古
学
者
と
し
て
ス
ト
ー
ン

ヘ
ン
ジ
の
第
１
回
発
掘
調
査
監
督
に
選

ば
れ
る
。
そ
し
て
、
日
本
で
発
揮
し
た

技
術
で
発
掘
・
修
復
に
見
事
成
功
、
賞

賛
さ
れ
た
。
他
方
、
化
学
者
と
し
て
金

属
鋳
造
の
歴
史
に
つ
い
て
の
論
文
を
発

表
、
大
学
の
講
師
に
も
就
い
て
い
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で
才
能
に
あ
ふ
れ

る
ガ
ウ
ラ
ン
ド
だ
が
、
残
念
な
の
は
当

時
の
日
本
人
に
そ
の
研
究
成
果
や
手
法

を
直
接
伝
え
て
い
な
い
。
前
出
の
明
治

大
学
・
大
塚
名
誉
教
授
は
、
伝
達
さ
れ

て
い
れ
ば
日
本
の
古
墳
研
究
・
調
査
は

も
っ
と
早
く
に
進
歩
・
発
展
し
て
い
た

だ
ろ
う
と
い
う
。

登
山
活
動
で
も「
伝
達
」精
神
は
あ
ま

り
発
揮
さ
れ
な
か
っ
た
。
自
身
に
よ
る

詳
細
な
行
動
記
録
は
ま
っ
た
く
な
く
、

ほ
と
ん
ど
は
同
行
の
仲
間
た
ち
が
寄
稿

し
た
も
の
に
限
ら
れ
る
。

自
ら
記
録
・
紀
行
を
発
表
し
て
い
れ

ば
、
私
た
ち
登
山
者
に
は
も
っ
と
身
近

な
存
在
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
裏
を
返
せ

ば
こ
こ
に
ま
だ
ガ
ウ
ラ
ン
ド
の
研
究
余
地

は
多
く
残
さ
れ
て
い
る
、
と
も
い
え
る
。

〈
登
山
関
連
の
記
述
は
、
登
山
史
家
・
布

川
欣
一
氏
に
ご
意
見
を
伺
い
ま
し
た
〉

マ
ナ
ス
ル
の
呼
び
聲
!!

　

た
ず
ね
う
た
に
会
え
ま
し
た　

高
村
奉
樹

「
山
」
８
３
０
号
に
掲
載
さ
れ
た
私
の

「
た
ず
ね
う
た
―
マ
ナ
ス
ル
讃
歌
―
」に

つ
い
て
、
会
員
の
中
岡
久
様
か
ら
７
月

末
に
早
速
手
紙
が
届
き
ま
し
た
。

「
小
生
、
山
岳
文
化
学
会
に
も
所
属
し

て〈
昭
和
時
代
の
山
と
歌
謡
曲
〉に
つ
い

て
調
べ
て
い
る
の
で
す
が
、『
マ
ナ
ス
ル

の
呼
び
聲
』と
い
う
Ｓ
Ｐ
盤
レ
コ
ー
ド

（
ビ
ク
タ
ー
発
売
）
を
所
蔵
し
て
お
り
、‥

そ
れ
が
お
た
ず
ね
の
歌
だ
と
存
じ
ま
す
」。

ま
さ
に
こ
れ
で
し
た
。さ
ら
に「
こ
の

歌
は
、
１
９
５
４
年
毎
日
新
聞
社
制
作

の
映
画
『
白
き
神
々
の
座
』
の
主
題
歌

（
竹
節
作
太
・
佐
伯
孝
夫
作
詞
、
加
藤
光

男
作
編
曲
）で
、
当
時
の
流
行
歌
手
・
灰

田
勝
彦
が
歌
っ
て
い
ま
す
」。歌
わ
れ
て

す
で
に
60
年
を
経
た
と
い
う
の
に
、
当

時
も
知
ら
な
か
っ
た
背
景
の
説
明
と
と

も
に
、
レ
コ
ー
ド
会
社
の
ヒ
ッ
ト
ア
ル

バ
ム
リ
ス
ト
と
歌
詞
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

が
、
さ
ら
に
お
願
い
し
て
Ｃ
Ｄ
を
送
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
早
速
60
年
ぶ
り

寄付金及び助成金などの受入報告
（学生部遠征隊募金の寄付を除く）　平成26年12月まで

寄付者 金額 寄付の目的、その他
日向祥剛‥会員 ‥25万円‥北九州支部ルーム運営資金
井関正裕‥会員 ‥3万円‥関西支部の活動のために
宮崎紘一‥会員 ‥10万円‥新永年会員の記念として
平田大六‥会員 ‥1万円‥新永年会員の記念として
轡田隆史‥会員 ‥1.5万円‥年次晩餐会時の寄付
佐野忠則‥会員 ‥50万円‥法人運営費用として
佐藤　守‥会員 ‥10万円‥法人運営費用として
吉川正幸‥会員 ‥6万円‥法人運営費用として
山田和人‥会員 ‥5万円‥法人運営費用として
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け
聴
い
た
歌
が
、
私
の“
そ
ら
み
み
”で

な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
、
確
か
な
こ
だ

ま
を
返
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
心
か

ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

山
の
つ
れ
づ
れ
句
歌小

原
茂
延

山
歩
き
を
続
け
て
き
て
、
折
に
触
れ
、

そ
の
と
き
ど
き
の
情
景
や
感
慨
を
書
き

留
め
る
の
は
、
絵
画
や
写
真
に
も
似
た

心
象
を
表
す
行
為
な
の
だ
ろ
う
。

若
い
と
き
か
ら
名
句
や
短
歌
を
読
む

の
が
好
き
で『
現
代
詩
歌
集
』と
い
っ
た

本
を
繙
き
、飯
田
蛇
笏
、若
山
牧
水
、窪

田
空
穂
と
い
っ
た
自
然
詠
の
素
晴
ら
し

さ
に
感
銘
を
受
け
た
も
の
だ
。

中
高
年
に
な
っ
て
、
拙
い
な
が
ら
も

山
旅
の
つ
れ
づ
れ
に
言
葉
を
つ
な
い
で

み
た
う
ち
、
活
字
に
な
っ
た
も
の
が
以

下
の
句
歌
で
あ
る
。「
山
」の
８
３
１
号

に
東
西
南
北
欄
へ
の
エ
ッ
セ
イ
、
詩
歌

の
投
稿
案
内
が
載
っ
た
の
で
、
忸
怩
た

る
も
の
が
あ
る
が
、
山
同
様
、
同
好
の

士
へ
の
呼
び
水
と
の
思
い
で
あ
る
。

雪
渓
の
流
れ
明
る
き
立
金
花

岩
手
の
焼
石
岳
は
尾
瀬
の
湿
原
と
異

な
り
、
登
る
ほ
ど
に
水
芭
蕉
と
リ
ュ
ウ

キ
ン
カ
が
続
き
、
ガ
ス
っ
た
中
の
水
芭

蕉
は
雪
渓
と
一
緒
の
モ
ノ
ト
ー
ン
、
リ

ュ
ウ
キ
ン
カ
の
黄
色
が
明
る
か
っ
た
。

突
兀
と
霞
の
中
の
榛
名
か
な

春
霞
に
浮
か
ん
だ
の
ど
か
な
峰
々
。

乱
れ
咲
く
黄
菅
風
露
や
霧
ヶ
峰

昨
今
と
違
っ
て
霧
ヶ
峰
の
ニ
ッ
コ
ウ

キ
ス
ゲ
は
乱
れ
咲
い
て
い
た
。
フ
ウ
ロ

は
健
気
で
、
シ
モ
ツ
ケ
も
鮮
や
か
だ
っ

た
。薄

日
さ
す
妙
義
の
秋
に
染
ま
り
け
り

岩
峰
を
彩
る
紅
葉
、「
大
」の
字
か
ら

眺
め
た
妙
義
山
の
錦
繍
。

俳
句
は
十
七
文
字
と
い
う
最
小
の
詩

で
あ
り
、
省
略
に
徹
す
る
難
し
さ
が
あ

る
。
短
歌
は
三
十
一
文
字
な
の
で
多
少

も
の
を
折
り
込
め
る
よ
う
な
気
が
す
る

が
、
初
心
者
ゆ
え
の
浅
慮
だ
ろ
う
。

六
月
の
穂
高
に
ひ
び
く
山
の
唄

ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
の
老
若
の
声

数
年
前
、
上
高
地
に
行
っ
た
こ
と
が

な
い
と
い
う
方
を
案
内
し
て
訪
れ
た
。

信
濃
支
部
の
か
つ
て
の
山
乙
女
は
お
元

気
で
、「
山
は
人
格
を
つ
く
る
」と
の
感

を
持
っ
た
。
地
元
生
徒
の
溌
剌
た
る
歌

声
、
指
揮
の
若
き
女
教
師
、
取
り
巻
く

中
高
年
の
山
男
、
山
女
、
合
唱
は
6
月

の
山
々
に
こ
だ
ま
し
た
。

か
つ
て
覇
を
競
ひ
し
友
の
逝
き
行

く
を
知
れ
ば
悲
し
も
山
が
は
の
音

青
壮
年
の
こ
ろ
は
仕
事
に
明
け
暮
れ
、

山
も
中
断
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ

に
聴
く
メ
ロ
デ
ィ
ー
は
ま
さ
に
ヒ
マ
ラ

ヤ
か
ら
の
こ
だ
ま
、
深
く
感
動
を
覚
え

ま
し
た
。

な
お
、
上
記
ヒ
ッ
ト
ア
ル
バ
ム
に
は
、

私
た
ち
に
は
な
つ
か
し
い『
新
雪
』『
ア

ル
プ
ス
の
牧
場
』な
ど
が
あ
り
、『
マ
ナ

ス
ル
』
の
Ｂ
面
は
『
シ
ェ
ル
パ
可
愛
い

や
』で
す
。こ
の
歌
が
上
記
の
2
つ
ほ
ど

に
は
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
で
な
か
っ
た
こ
と
は

確
か
で
、
い
ず
れ
も
中
岡
様
も
危
惧
さ

れ
る
よ
う
に
、
内
容
的
に
ち
ょ
っ
と
と

思
わ
れ
る
ふ
し
も
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で

は
拙
文
に
記
し
ま
し
た
う
ろ
覚
え
の
讃

歌
の
、
正
し
い
一
番
の
歌
詞
だ
け
紹
介

し
ま
す
。

お
い
ら
は
シ
ェ
ル
パ
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の

氷
の
お
城
の
申
し
子
だ

氷
河
の
水
で
、
自
慢
ぢ
ゃ
な
い
が

産
湯
つ
か
っ
た
伊
達
男

カ
ン
チ
、
マ
カ
ル
ー
、
マ
ナ
ス
ル
が

早
く
お
い
で
と
呼
ん
で
ゐ
る

「
産
湯
つ
か
っ
た
」
も
確
か
に
あ
り
ま

し
た
が
、
途
中
は
ず
い
ぶ
ん
省
略
記
憶

し
て
い
た
も
の
で
す
。

さ
て
、
こ
の
歌
の
作
詞
者
に
竹
節
作

太
さ
ん
の
名
が
あ
る
こ
と
に
驚
き
ま
し

た
。
戦
前
の
立
教
大
学
ナ
ン
ダ
コ
ッ
ト

遠
征
へ
の
参
加
を
は
じ
め
、
山
や
ス
キ

ー
で
豊
富
な
経
験
を
持
つ
毎
日
新
聞
社

の
記
者
と
し
て
知
ら
れ
、
日
本
山
岳
会

マ
ナ
ス
ル
登
山
に
つ
い
て
は
１
９
５
２

年
、
今
西
錦
司
さ
ん
た
ち
の
踏
査
隊
に

途
中
参
加
、
次
い
で
53
、
54
年
の
二
次

に
わ
た
っ
て
本
隊
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

彼
が
現
地
の
経
験
と
印
象
に
基
づ
い
て

作
っ
た
歌
詞
を
、
専
門
家
の
佐
伯
孝
夫

氏
が
協
力
し
て
仕
上
げ
ら
れ
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。
一
昨
年
の
エ
ベ
レ
ス
ト

周
辺
フ
ラ
イ
ト
の
折
に
、
私
の
眼
が
マ

カ
ル
ー
、
マ
ナ
ス
ル
に
吸
い
寄
せ
ら
れ

た
の
も
、
耳
の
奥
に
残
る
こ
の
歌
の
せ

い
で
し
た
。

『
白
き
神
々
の
座
』
は
封
切
り
映
画
館

で
見
ま
し
た
が
、
サ
マ
で
の
地
元
住
民

と
の
ト
ラ
ブ
ル
の
場
面
は
印
象
に
残
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
つ
い
て

は
ま
っ
た
く
記
憶
が
あ
り
ま
せ
ん
。

以
上
の
こ
と
を
す
ぐ
に「
山
」で
報
告

し
よ
う
と
思
う
一
方
で
、
歌
に
ま
つ
わ

る
思
い
出
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
、
さ
ら

に
こ
だ
ま
は
届
か
な
い
か
と
待
つ
う
ち

に
今
日
に
至
り
ま
し
た
。

な
お
私
の
属
す
る
㈳
京
大
学
士
山
岳

会
は
、
京
都
大
学
附
属
博
物
館
の
協
力

を
得
て
、
１
９
３
１
年
の
創
設
か
ら
の

活
動
を
整
理
し
て
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
の

作
成
に
努
め
て
い
ま
す
。
そ
の
経
験
か

ら
、
中
岡
様
が
、
昭
和
時
代
の
「
山
と

歌
」に
つ
い
て
個
人
的
に
調
査
、収
集
を

さ
れ
る
こ
と
に
敬
意
を
表
し
、
一
度
だ
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焼
山
方
面
に
高
く
噴
煙
が
上
が
っ
て
い

る
の
を
認
め
た
の
で
、
妙
高
山
が
爆
発

か
と
一
瞬
驚
い
た
が
、
こ
こ
赤
倉
温
泉

の
源
泉
の
噴
煙
と
分
か
り
、
安
心
。

夕
食
時
に
、
自
己
紹
介
を
兼
ね
て
各

自
が
話
を
す
る
が
、平
均
年
齢
74
歳（
66

～
89
歳
）
と
の
こ
と
で
い
ろ
い
ろ
な
人

生
、
考
え
方
が
聞
け
、
私
と
し
て
は
大

変
有
意
義
で
あ
っ
た
。

1９
日（
月
）は
終
日
風
雪
。
ゲ
レ
ン
デ

は
空
い
て
い
る
も
の
の
、
横
殴
り
の
雪

で
、
ゴ
ー
グ
ル
は
直
ぐ
に
見
え
な
く
な

る
し
、
外
せ
ば
目
が
痛
く
、
新
雪
で
足

元
は
重
い
が
、
な
ん
と
か
ス
キ
ー
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
。

昼
食
で
新
赤
倉
観
光
ホ
テ
ル
の
レ
ス

ト
ラ
ン
に
入
る
と
、
日
本
人
の
パ
ー
テ

ィ
は
我
々
だ
け
。
ほ
か
は
北
部
欧
州
人

（
長
身
、青
目
、緑
目
、金
髪
、ブ
ロ
ン
ド

多
種
多
様
）や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人（
子

ど
も
た
ち
が
夏
休
み
）が
ほ
と
ん
ど
だ
。

2
日
目
の
夕
食
は
、洋
食
の
フ
ル
コ
ー

ス（
ビ
フ
テ
キ
付
き
）で
、
ワ
イ
ン
も
お

い
し
く
結
構
で
し
た
。

20
日（
火
）午
前
９
時
に
記
念
写
真
を

撮
り
、
そ
の
後
解
散
。
こ
の
日
も
前
日

と
同
じ
よ
う
な
風
雪
だ
。
記
念
写
真
撮

影
後
こ
の
天
候
に
見
切
り
を
つ
け
、
さ

っ
さ
と
帰
る
人
も
い
た
が
、
私
は
ゴ
ン

ド
ラ
で
2
回
ほ
ど
滑
り
、
早
め
に
引
き

上
げ
て
、
1
人
で
ゆ
っ
く
り
宿
の
風
呂

を
堪
能
し
、
今
回
の
ス
キ
ー
懇
親
会
を

終
了
し
た
の
で
あ
る
。‥

（
立
岩
達
治
）

図
書
委
員
会�

図
書
交
換
会
報
告

松
方
三
郎
氏
の
提
案
で
、
図
書
交
換

会
が
初
め
て
開
催
さ
れ
た
の
は
１
９
６

８
年
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
と
き
の
図

書
委
員
長
が
深
田
久
弥
氏
、
そ
し
て
図

書
委
員
に
は
山
崎
安
治
氏
ら
が
名
を
連

ね
た
。
そ
れ
こ
そ
山
岳
書
の
黄
金
期
の

こ
と
で
あ
る
。

そ
の
図
書
交
換
会
を
14
年
ぶ
り
に
復

活
さ
せ
た
の
が
２
０
０
７
年
の
こ
と
。

そ
し
て
、
ず
っ
と
ル
ー
ム
で
開
催
し
て

集
会
委
員
会�

赤
倉
温
泉
ス
キ
ー
懇
親
会

１
月
18
日
～
20
日
、
集
会
委
員
会
主

催
の
ス
キ
ー
懇
親
会
が
新
赤
倉
ス
キ
ー

場
で
行
な
わ
れ
た
の
で
、
昨
年
の
安
比

高
原
に
続
き
参
加
し
た
。
参
加
者
は
21

名
、
場
所
は
信
越
線
で
長
野
か
ら
新
潟

県
に
入
っ
た
妙
高
高
原
の
赤
倉
で
あ
る
。

18
日（
日
）、
車
や
列
車
で
次
々
と
ホ

テ
ル
に
集
ま
り
、
十
数
名
に
な
っ
た
と

こ
ろ
で
、
宿
の
車
で
ス
キ
ー
場
へ
向
か

う
。
天
気
も
良
く
、
講
習
を
兼
ね
て
グ

ル
ー
プ
で
滑
る
人
た
ち
、
こ
の
人
た
ち

は
？
歳
と
年
齢
を
感
じ
さ
せ
ず
休
む
こ

と
を
知
ら
な
い
よ
う
な
ま
っ
た
く
タ
フ

な
人
た
ち
に
混
じ
り
、
な
ん
と
か
つ
い

て
行
く
こ
と
が
で
き
、
今
日
1
日
を
楽

し
く
滑
る
こ
と
が
で
き
た
。
妙
高
山
の

頂
上
近
辺
を
忙
し
く
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が

飛
ん
で
い
た
が
、
昨
日
、
天
候
不
順
の

中
を
バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
へ
出
か
け
た

人
た
ち
が
遭
難
し
た
ら
し
く
、
そ
れ
を

捜
索
す
る
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
だ
っ
た
よ
う

だ
が
、
無
事
に
収
容
で
き
た
よ
う
だ
。

15
時
過
ぎ
に
下
山
す
る
こ
ろ
、
西
の

活

動

報

告

日本山岳会の
各委員会、同好会の
活動報告です。

ホテル前での記念撮影

れ
で
も
自
然
界
と
の
接
点
が
あ
る
職
で

あ
っ
た
の
は
救
い
で
あ
っ
た
。
と
は
言

っ
て
も
、
人
並
み
に
己
の
器
量
を
問
い

た
い
気
持
ち
は
誰
し
も
あ
る
。
そ
ん
な

一
時
代
が
終
わ
っ
て
、
職
を
辞
し
て
10

年
余
、
1
人
ま
た
1
人
と
訃
報
が
入
る
。

武
州
の
山
路
を
た
ど
り
、
渓
流
を
下
る
。

水
音
に
聴
き
入
り
な
が
ら
、「
山
波

を
越
え
行
く
と
は
人
生
に
他
な
ら
な

い
」と
い
み
じ
く
も
記
し
た
、医
学
博
士

で
あ
る
鈴
木
知
準
先
生
の
慧
眼
に
思
い

至
っ
た
。
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い
た
そ
の
会
場
を
、
年
次
晩
餐
会
に
移

し
て
3
年
目
に
な
る
。

第
32
回
と
な
る
今
回
の
図
書
交
換
会

は
、
昨
年
に
も
増
し
て
多
く
の
会
員
の

参
加
が
あ
り
、
３
５
０
冊
の
出
品
本
を

ほ
と
ん
ど
完
売
し
、
残
本
は
10
冊
の
み

と
い
う
嬉
し
い
結
果
と
な
っ
た
。

人
気
本
を
紹
介
し
よ
う
。
一
番
人
気
は
、

20
人
が
申
し
込
ん
だ
『
不
撓
不
屈
の
岳

人　

加
藤
文
太
郎
の
追
憶
』。『
日
本
の

岳
人
た
ち
』15
人
、『
山
岳
遍
歴
』14
人
、

『
山
は
屋
上
よ
り
』13
人
が
後
に
続
い
た
。

入
札
本
は『
穂
高
の
岩
場
１
・
２
』に

５
０
０
０
円
、『
秘
密
之
國
西
蔵
遊
記
』

４
２
５
０
円
、『
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
旅
』に
５

０
０
０
円
の
値
が
つ
い
た
。

ま
た
今
回
は
、
思
い
も
か
け
な
い
サ

プ
ラ
イ
ズ
が
あ
っ
た
。
近
藤
等
名
誉
会

員
か
ら
「
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
無
料
で

差
し
上
げ
て
く
だ
さ
い
」
と
80
点
近
い

本
が
送
ら
れ
て
き
た
の
だ
。
箱
を
開
け

て
び
っ
く
り
、『
星
と
嵐
』『
星
に
の
ば

さ
れ
た
ザ
イ
ル
』『
天
と
地
の
間
に
』の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
も
。
な
ん
と
も
嬉
し
い
大
抽
選

会
に
な
り
、
本
家
の
図
書
交
換
会
以
上

に
盛
り
上
が
る
一
幕
も
。
ま
た
今
年
も
、

静
岡
支
部
の
長
田
義
則
会
員
か
ら
み
か

ん
の
差
入
れ
が
あ
り
、
参
加
者
み
ん
な

で
美
味
し
く
い
た
だ
い
た
。

正
直
な
と
こ
ろ
図
書
委
員
会
と
し
て

は
、
ル
ー
ム
で
こ
ぢ
ん
ま
り
と
開
く
方

が
楽
な
の
だ
が
、
並
ん
だ
本
を
実
際
に

目
に
し
て
手
に
取
る
醍
醐
味
を
多
く
の

会
員
に
味
わ
っ
て
ほ
し
い
と
、
委
員
が

一
丸
と
な
っ
て
年
次
晩
餐
会
に
あ
た
っ

て
い
る
。
ま
た
、
古
い
本
た
ち
が
豪
華

な
テ
ー
ブ
ル
に
並
べ
て
も
ら
っ
て
、
な

ん
と
も
誇
ら
し
げ
で
嬉
し
そ
う
な
の
だ
。

今
年
も
年
次
晩
餐
会
で
図
書
交
換
会

を
開
催
し
ま
す
。
夏
前
に
は
会
報
で
出

品
本
を
募
る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。
書

棚
に「
図
書
交
換
会
に
出
た
い
」と
言
っ

て
い
る
本
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
今
か
ら

チ
ェ
ッ
ク
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

‥

（
三
好
ま
き
子
）

ずらりと並んだ山岳図書

秋
田
支
部

秋
田
支
部
設
立
55
周
年
記
念

祝
賀
会
報
告

秋
田
支
部
は
１
９
５
９
年
６
月
に
設

立
、
本
年
で
55
周
年
を
迎
え
、
そ
の
記

念
祝
賀
会
が
11
月
15
日
、
秋
田
ビ
ュ
ー

ホ
テ
ル
で
午
後
１
時
か
ら
開
催
。
会
場

に
は
、
支
部
の
歴
史
と
な
る
設
立
当
時

の
会
山
行
、
周
年
記
念
事
業
、
分
水
嶺

踏
査
、
訪
台
、
訪
韓
等
の
写
真
が
賑
や

か
に
展
示
さ
れ
た
。
祝
賀
会
の
講
演
は
、

山
川
博
先
生
の
「
高
齢
者
の
健
康
と
登

山
」、
佐
々
木
民
秀
顧
問
の「
太
平
山
四

方
山
話
」で
あ
っ
た
。

祝
宴
は
、
富
山
流
尺
八
師
範
・
藤
田

新
山
さ
ん
の
尺
八
演
奏
で
、
め
で
た
い

音
曲「
鶴
の
巣
篭
」の
演
奏
後
、
支
部
物

故
会
員
へ
の
黙
祷
が
行
な
わ
れ
た
。

続
い
て
今
野
支
部
長
か
ら
、
多
く
の

困
難
を
克
服
し
て
秋
田
支
部
を
現
在
ま

で
発
展
さ
せ
て
こ
ら
れ
た
諸
先
輩
の

方
々
へ
の
感
謝
と
、
55
周
年
記
念
事
業

の
報
告
が
あ
り
、
県
内
の
山
・
55
座
に

登
頂
す
る
55
座
ラ
リ
ー
、
県
内
標
高
55

番
目
の
秋
田
駒
ヶ
岳
・
横
長
根
山
行
。

県
外
山
行
は
、長
野
方
面
の
黒
姫
山
、戸

隠
山
、
飯
縄
山
な
ど
。
そ
し
て
、
公
益

的
事
業
で
は
太
平
山
市
民
登
山
へ
の
協

力
、
前
岳
へ
の
案
内
標
識
や
ベ
ン
チ
の

設
置
、
歩
道
の
下
刈
り
な
ど
を
今
年
も

実
施
し
、
登
山
者
に
も
大
変
喜
ば
れ
て

い
る
と
の
こ
と
。
ま
た
、
会
員
お
ひ
と

り
お
ひ
と
り
の
か
け
が
え
の
な
い
人
生

を
よ
り
豊
か
に
楽
し
く
し
、
支
部
発
展

の
た
め
に
も
、
今
後
も
一
層
の
ご
協
力

を
お
願
い
す
る
、
と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

長
岩
名
誉
顧
問
か
ら
は
、
支
部
設
立

以
来
の
初
代
荒
巻
支
部
長
は
じ
め
歴
代

の
支
部
長
へ
の
感
謝
と
、
支
部
の
発
展

に
力
を
尽
く
し
、
物
故
者
と
な
っ
た

方
々
へ
の
哀
悼
、
そ
し
て
、
会
報
が
５

号
で
途
切
れ
て
い
た
が
、
3
代
目
岡
田

支
部
長
が
16
年
ぶ
り
に「
秋
田
山
岳
」と

名
称
を
変
え
て
発
行
、
さ
ら
に
佐
々
木

前
支
部
長
や
事
務
局
の
努
力
で
今
日
ま

支
部

だ
よ
り

全国各地の支部から、
それぞれの活動状況を、
北から南へとリポート
します。
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日
は
新
潟
県
全
域
に
大
雪
注
意
報
が
発

令
さ
れ
た
悪
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

78
名
の
支
部
会
員
の
参
加
が
あ
っ
た
。

14
時
よ
り
桐
生
恒
治
事
務
局
長
の
司

会
進
行
で
開
式
宣
言
、
こ
の
1
年
で
鬼

籍
に
入
ら
れ
た
支
部
会
員
５
名
（
藤
井

信
氏
、
小
野
健
氏
、
橋
立
直
保
氏
、
荒

井
辰
彌
氏
、伊
藤
敏
男
氏
）に
黙
祷
を
捧

げ
た
。
次
に
12
月
７
日
の
本
部
年
次
晩

餐
会
で
永
年
会
員
表
彰
を
受
け
た
越
後

支
部
会
員
3
名（
河
村
勝
氏
、平
田
大
六

氏
、
山
口
寿
證
氏
）を
紹
介
し
、
橋
本
正

巳
支
部
長
の
開
会
挨
拶
、
阿
部
信
一
新

潟
県
山
岳
協
会
会
長
か
ら
祝
辞
を
い
た

だ
い
た
。

第
1
部
記
念
講
演
で
は
、
支
部
会
員

か
ら
2
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
講
演
を

し
て
い
た
だ
い
た
。
最
初
に
尾
瀬
財
団

評
議
員
で
あ
り
尾
瀬
ガ
イ
ド
協
会
新
潟

支
部
長
で
も
あ
る
櫻
井
昭
吉
会
員
か
ら

「
尾
瀬
に
つ
い
て
」と
題
し
、
尾
瀬
を
取

り
巻
く
環
境
保
護
の
実
態
と
活
動
組
織

に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。
次
に

新
潟
県
警
山
岳
遭
難
救
助
隊
と
し
て
長

年
活
躍
さ
れ
、
救
助
技
術
指
導
官
と
し

て
後
進
の
指
導
育
成
に
携
わ
っ
て
い
る

玉
木
大
二
朗
会
員
に
よ
る
「
本
年
の
新

潟
県
山
岳
遭
難
の
発
生
状
況
と
遭
難
事

例
」と
題
し
た
講
演
は
、旅
行
的
な
ツ
ア

ー
登
山
に
よ
り
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
無
視

し
た
安
易
な
遭
難
事
例
が
多
い
な
ど
、

非
常
に
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
お
話
で
あ
っ
た
。

第
2
部
の
晩
餐
会
開
宴
前
に
、
越
後

支
部
会
員
の
叙
勲
・
褒
章
・
表
彰
関
係

者
の
紹
介
を
行
な
っ
た
。
渡
辺
欣
次
会

員
が
昨
年
度
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ

て
い
た
こ
と
知
り
、
今
回
お
祝
い
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
が
、
県
内
小
学
校
長
や

イ
ン
ド
・
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
日
本
人
学
校

長
な
ど
の
教
育
行
政
に
尽
力
さ
れ
た
功

績
で
あ
る
。
七
澤
恭
四
郎
会
員
の
藍
綬

で
継
続
さ
れ
、
94
号
ま
で
が
会
員
に
届

け
ら
れ
、
そ
れ
が
登
山
の
道
し
る
べ
と

な
っ
て
い
る
。「
山
の
日
」も
制
定
さ
れ
、

山
へ
の
関
心
も
深
ま
る
と
思
う
。
こ
れ

か
ら
も
今
野
支
部
長
の
下
、会
員
相
互
の

意
欲
と
団
結
で
「
日
本
山
岳
会
秋
田
支

部
」を
盛
り
上
げ
て
、若
い
人
た
ち
の
山

へ
の
憧
れ
を
育
ん
で
く
れ
る
こ
と
を
希

望
し
て
い
る
、と
の
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

新
永
年
会
員
2
名
（
大
山
孝
一
会
員

欠
席
）に
記
念
品
の
贈
呈
が
行
な
わ
れ
、

佐
々
木
民
秀
新
永
年
会
員
か
ら
、
50
年

前
入
会
し
た
と
き
、
荒
巻
支
部
長
に
挨

拶
に
伺
っ
た
ら
、「
君
、事
務
所
を
手
伝

っ
て
く
れ
」の
一
言
で
、そ
れ
か
ら
支
部

の
委
員
、
事
務
局
長
、
支
部
長
と
50
年

間
支
部
の
運
営
に
携
わ
っ
て
き
た
。
こ

れ
も
、
そ
の
時
代
時
代
の
会
員
の
ご
協

力
の
お
陰
、
と
の
謝
辞
が
あ
っ
た
。

支
部
設
立
55
周
年
を
祝
い
、
こ
れ
ま

で
の
役
員
の
方
々
の
ご
苦
労
を
ね
ぎ
ら

い
、
支
部
の
益
々
の
発
展
を
祈
念
す
る

と
の
、
安
藤
名
誉
顧
問
の
力
強
い
乾
杯

の
発
声
で
懇
親
会
が
始
ま
っ
た
。

新
入
会
員
の
澤
田
石
一
夫
、
佐
藤
英

實
両
会
員
が
紹
介
さ
れ
、
会
は
楽
し
く

和
や
か
に
、
会
員
同
士
の
親
交
を
深
め

た
。
余
興
は
、
堀
井
副
支
部
長
の
ハ
ー

モ
ニ
カ
と
尺
八
の
合
奏
で「
雪
山
賛
歌
」

や
、
紙
芝
居
に
合
わ
せ
て「
ふ
る
さ
と
」

な
ど
を
合
唱
。
ま
た
、「
秋
田
県
民
歌
」

に
ま
つ
わ
る
心
温
ま
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

奥
村
会
員
が
話
さ
れ
て
か
ら
、
全
員
で

の
大
合
唱
。
最
後
に
、
堀
井
副
支
部
長

（
祝
賀
会
実
行
委
員
長
）の
三
本
締
め
で
、

祝
賀
会
は
午
後
6
時
ご
ろ
、
無
事
に
閉

会
と
な
っ
た
。‥

（
鈴
木
裕
子
）

越
後
支
部

平
成
26
年
度
越
後
支
部

年
次
晩
餐
会
を
開
催

12
月
13
日（
土
）に
平
成
26
年
度
越
後

支
部
年
次
晩
餐
会
が
、
新
潟
市
の
東
映

ホ
テ
ル
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。
毎
年

12
月
第
2
土
曜
日
が
越
後
支
部
恒
例
の

支
部
晩
餐
会
開
催
日
で
あ
る
が
、
こ
の

祝意を述べる長岩名誉顧問と会場風景

盛大に開催された越後支部年次晩餐会
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褒
章
は
、
多
年
に
わ
た
る
自
然
公
園
指

導
員
と
し
て
環
境
保
護
を
周
到
綿
密
に

遂
行
さ
れ
た
功
績
で
あ
っ
た
こ
と
。
櫻

井
昭
吉
会
員
の
環
境
大
臣
賞
受
賞
は
、

尾
瀬
国
立
公
園
を
中
心
に
登
山
道
の
整

備
、
利
用
者
へ
の
自
然
解
説
・
安
全
指

導
な
ど
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
活
動
に
尽

力
さ
れ
た
功
績
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

3
氏
が
こ
れ
ら
の
栄
誉
に
輝
い
た
こ
と

は
、
越
後
支
部
と
し
て
も
大
変
光
栄
な

る
慶
事
と
し
て
お
祝
い
で
き
る
、
記
念

す
べ
き
晩
餐
会
と
な
っ
た
。

次
に
、
土
田
幸
雄
越
後
支
部
名
誉
会

員
か
ら
、
祝
宴
の
乾
杯
の
音
頭
を
取
っ

て
い
た
だ
い
た
。
午
前
中
に
開
催
さ
れ

た
役
員
会
の
内
容
に
つ
い
て
触
れ
て
い

た
だ
き
、
来
年
は
日
本
山
岳
会
の
１
１

０
周
年
と
な
る
が
、
再
来
年
の
２
０
１

６
年
に
は
越
後
支
部
創
立
70
周
年
で
あ

る
こ
と
、
さ
ら
に
全
国
支
部
懇
談
会
を

越
後
支
部
で
開
催
す
る
こ
と
が
決
定
し

て
い
る
な
ど
、
今
後
の
支
部
会
員
の
協

力
と
結
束
を
お
願
い
し
た
い
、
と
ア
ピ

ー
ル
し
て
い
た
だ
い
た
。

懇
親
・
懇
談
が
続
く
な
か
、
今
年
度

越
後
支
部
の
仲
間
に
加
わ
っ
た
編
入
会

員
1
名
と
新
入
会
員
７
名
が
ス
テ
ー
ジ

に
上
り
自
己
紹
介
を
行
な
っ
た
。
し
か

し
越
後
支
部
で
は
、
会
員
の
年
齢
高
齢

化
と
支
部
会
員
減
少
の
問
題
に
直
面
し

て
お
り
、
新
入
会
員
勧
誘
運
動
を
強
力

に
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
。
支

部
活
性
化
の
今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
、

今
年
度
設
立
し
た
ス
ノ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

同
好
会
（
田
邊
信
行
代
表
）
と
フ
ォ
ト
・

ス
ケ
ッ
チ
同
好
会
（
本
間
一
人
代
表
）
を

紹
介
し
、
活
動
内
容
な
ど
を
説
明
し
た
。

さ
ら
に
事
務
局
よ
り
、来
年
度
か
ら
同
好

会
計
画
と
ジ
ョ
イ
ン
ト
す
る
形
で
、
支
部

会
員
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
魅
力
あ
る

山
行
や
集
会
な
ど
を
計
画
し
て
い
く
こ

と
な
ど
、
越
後
支
部
活
性
化
の
起
爆
剤
を

投
げ
か
け
る
取
り
組
み
を
実
施
す
る
な

ど
の
方
針
説
明
が
あ
っ
た
。

越
後
支
部
年
次
晩
餐
会
は
、
新
潟
県

内
の
多
く
の
会
員
と
と
も
に
、
秋
田
県
、

山
形
県
、
福
島
県
、
埼
玉
県
な
ど
の
県

外
会
員
も
一
堂
に
会
し
て
お
り
、
サ
ロ

ン
の
場
と
し
て
山
談
義
が
最
高
潮
に
盛

り
上
が
り
、
時
間
の
過
ぎ
る
こ
と
を
忘

れ
て
し
ま
う
。
中
締
め
は
遠
藤
家
之
進

正
和
副
支
部
長
の
万
歳
三
唱
で
、
成
功

裏
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

‥

（
桐
生
恒
治
）

東
九
州
支
部

ス
ズ
タ
ケ
枯
死
と
シ
カ
の
食

害
調
査

昨
年
10
月
４
日（
土
）、
大
分
県
植
物

研
究
会
と
の
共
同
作
業
に
よ
る
ス
ズ
タ

ケ
枯
死
と
シ
カ
の
食
害
調
査
が
、
本
谷

山
西
の
稜
線
で
行
な
わ
れ
た
。
一
昨
年

６
月
1
日
（
土
）
の
1
回
目
調
査
以
来
、

10
月
と
６
月
の
年
2
回
の
観
測
調
査
は

今
回
で
４
度
目
の
作
業
で
あ
る
。

一
昨
年
10
月
の
作
業
時
も
同
じ
で
あ

っ
た
が
、
こ
の
日
も
稜
線
の
北
側
か
ら
絶

え
ず
冷
た
い
風
が
吹
き
つ
け
る
寒
い
一

日
と
な
っ
た
が
、
昨
年
は
雨
交
じ
り
の

寒
風
だ
っ
た
の
に
比
べ
て
今
回
は
薄
曇

り
の
天
気
で
あ
っ
た
の
が
救
い
で
あ
る
。

午
前
７
時
、緒
方
町
の「
道
の
駅
原
尻

の
滝
」に
集
合
し
た
の
は
、東
九
州
支
部

会
員
会
友
９
名
、
研
究
会
メ
ン
バ
ー
も

９
名
で
、
７
台
の
車
に
分
乗
し
て
尾
平

ト
ン
ネ
ル
宮
崎
側
の
登
山
口
に
移
動
。

８
時
30
分
に
登
山
開
始
で
、
約
30
分
で

尾
平
越
の
峠
の
稜
線
に
着
く
。
こ
こ
で

定
点
観
測
組
と
、
移
動
調
査
組
と
に
分

か
れ
る
。定
点
観
測
組
は
峠
か
ら
約
1
・

５
㎞
、
1
時
間
半
の
所
に
県
環
境
企
画

課
が
設
置
し
た
観
測
地
点
へ
直
行
。こ

こ
で
、
ネ
ッ
ト
で
囲
わ
れ
た
中
の
ス
ズ

タ
ケ
の
状
況
と
、
囲
わ
れ
て
い
な
い
場

所
の
状
況
を
計
測
す
る
作
業
。
計
測
す

る
ま
で
も
な
く
、
シ
カ
の
食
害
は
一
目

瞭
然
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
数
値
的
に
記

録
す
る
作
業
で
あ
る
。

一
方
移
動
調
査
組
は
、
今
回
は
峠
か

ら
本
谷
山
山
頂
ま
で
の
稜
線
上
の
、
幅

20
ｍ
ほ
ど
の
間
の
樹
木
の
樹
皮
に
残
っ

て
い
る
シ
カ
の
喰
い
跡
調
査
だ
。
多
く

の
樹
木
の
樹
皮
に
喰
い
跡
が
残
っ
て
い

る
が
、
そ
の
喰
い
跡
の
古
い
も
の
と
新

し
い
も
の
に
分
類
し
、
樹
木
の
直
径
の

大
き
さ
を
分
類
し
、
さ
ら
に
樹
木
の
種

類
別
に
分
類
し
な
が
ら
そ
の
数
を
記
録

す
る
。特
に
目
に
つ
く
の
は
ヒ
メ
シ
ャ
ラ

や
ナ
ツ
ツ
バ
キ
、
リ
ョ
ウ
ブ
な
ど
の
樹
木

が
ほ
と
ん
ど
か
じ
ら
れ
て
い
た
の
が
目

に
つ
く
。
峠
か
ら
本
谷
山
ま
で
の
約
3
・

3
㎞
を
計
測
し
、
記
録
し
終
え
た
の
が

12
時
過
ぎ
だ
。
昼
食
後
下
山
開
始
、
途

中
で
定
点
観
測
地
で
作
業
終
了
組
と
合

流
し
て
午
後
3
時
前
に
下
山
し
、
こ
の

日
の
作
業
を
終
了
し
た
。（
飯
田
勝
之
）

悪天の中で行なわれた調査
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き
な
可
能
性
を
秘
め
た
ア
メ
リ
カ
、
ホ

イ
ッ
ト
ニ
ー
山
域
の
現
状
紹
介
が
あ
る
。

本
誌
の
圧
巻
は
な
ん
と
い
っ
て
も
２

６
１
ペ
ー
ジ
を
費
や
し
、ヒ
マ
ラ
ヤ
、
ア

ン
デ
ス
、ア
ル
プ
ス
、
東
欧
、
極
地
を
含

め
中
東
の
砂
漠
、ア
フ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
各

地
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
奥
地
の
高
峰
も
網
羅

し
た
２
０
１
４
年
の
世
界
全
域
で
の
初

登
頂
・
初
登
攀
の
情
報
と
写
真
だ
。
そ

れ
ぞ
れ
の
報
告
書
の
最
後
に
ア
イ
コ
ン

が
並
び
、
こ
れ
で
検
索
す
る
と（
1
）報

告
書
の
全
文
、（
2
）追
加
の
写
真
、（
3
）

地
図
や
地
形
図
、（
４
）
ビ
デ
オ
ほ
か
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
内
容
は
何
百
ペ
ー

ジ
に
も
広
が
り
、
読
者
に
と
っ
て
楽
し

み
は
尽
き
な
い
。

邦
人
の
報
告
も
散
見
で
き
る
が
、
情

報
網
の
発
達
し
た
今
日
、
こ
の
よ
う
な

通
年
登
山
実
績
を
集
積
し
た
情
報
誌
へ

の
情
報
提
供
が
遅
れ
る
と
、
初
登
頂
や

初
登
攀
の
情
報
と
い
え
ど
も
人
目
に
曝

さ
れ
る
機
会
を
失
す
る
恐
れ
が
あ
る
。

貴
重
な
報
告
書
は
素
早
く
関
係
者
に
手

渡
す
よ
う
お
勧
め
す
る
。

本
誌
は
ア
メ
リ
カ
山
岳
会
の
機
関
誌

だ
が
、
追
悼
や
ク
ラ
ブ
活
動
は
簡
潔
に

記
さ
れ
、
一い

ち

山さ
ん

岳が
く

会か
い

誌
を
超
越
し
た
世

界
の
登
山
情
報
誌
に
徹
し
て
い
る
印
象

が
強
い
（
編
集
責
任
＝D

ougald‥M
ac‥

D
onald

）。‥
（
南
井
英
弘
）

ア
メ
リ
カ
山
岳
会
編

The�Am
erican�Alpine�Journal�

2014

2014年
The‥American‥Alpine‥Club
A5変型判　400㌻
定価　4052円

目
次
と
概
要
を
記
す
と
─

⒈
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
主
峰
南
壁
新
ル
ー

ト
・
ソ
ロ
初
登
攀　

⒉
ア
ラ
ス
カ
、
ム
ー

ス
の
歯
峰
東
面
初
登
攀　

⒊
キ
ン
ヤ
ン
・

キ
ッ
シ
ュ
東
峰
初
登
頂　

⒋
Ｋ
６
西
峰

初
登
頂　

⒌
ミ
ャ
ン
マ
ー
、ガ
ム
ラ
ン
・
ラ

ジ
初
登
頂　

⒍
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ
ン
ガ
山

塊
タ
ル
ン
峰
北
西
壁
初
登
攀　

⒎
人
里

離
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
岩
登
り　

⒏
ネ
パ

ー
ル
、ロ
ー
ル
ワ
リ
ン
山
群
ル
ナ
西
峰
初

登
頂　

⒐
チ
リ
、
フ
ェ
ゴ
島
最
高
峰
・
サ

ル
ミ
エ
ン
ト
峰
北
面
初
登
攀
、の
報
告
が

圧
倒
さ
れ
る
よ
う
な
そ
れ
ぞ
れ
の
写
真

と
と
も
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

中
で
も
注
目
は
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
南
壁

新
ル
ー
ト
・
ソ
ロ
初
登
攀
だ
。
太
陽
が
照

り
始
め
る
と
気
温
が
上
が
り
雪
崩
の
危

険
性
が
高
ま
る
の
で
、昼
間
は
ク
レ
バ
ス

内
の
安
全
地
帯
で
睡
眠
を
取
り
、
暗
く

な
り
気
温
が
下
が
っ
て
雪
崩
の
危
険
が

少
な
く
な
っ
て
か
ら
登
攀
を
継
続
し
て

い
る
。
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
が
照
ら
し
出
す
ル

ー
ト
に
集
中
し
、こ
の
方
が
安
全
に
登

れ
る
と
言
う
。筆
者
の
よ
う
に
ヘ
ッ
ド
ラ

イ
ト
を
点
し
て
早
朝
暗
い
う
ち
に
岩
場

の
取
付
点
ま
で
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、夜
明
け

と
と
も
に
登
攀
を
開
始
し
た
者
に
と
っ

て
は
驚
き
だ
が
、
安
全
確
保
の
観
点
か

ら
納
得
も
い
く
。
こ
の
原
稿
を
執
筆
中
、

朝
日
新
聞
が
「
19
日
か
け
て
ヨ
セ
ミ
テ

の
エ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ン
を
素
手
で
登
っ
た

ク
ラ
イ
マ
ー
が
昼
間
は
岩
が
熱
く
な
り
、

汗
を
か
い
た
手
が
滑
っ
て
落
下
す
る
可

能
性
も
あ
る
の
で
主
に
夜
間
に
登
っ

た
」と
報
じ
て
い
た
。偶
然
と
は
い
え
夜

間
登
攀
の
メ
リ
ッ
ト
を
再
認
識
し
た
。

続
い
て
、
未
開
地
域
と
し
て
前
述
の

チ
リ
、
フ
ェ
ゴ
島
サ
ル
ミ
エ
ン
ト
峰
と
大

図
書
紹
介

図書受入報告（2015年1月）
編　著　者 書　　名 ページ／サイズ 発行元 刊行年 寄贈／購入別
斎藤一男‥ 山‥その日この人‥‥（上巻） 417p／19cm 論創社 2015 出版社寄贈
斎藤一男‥ 山‥その日この人‥‥（下巻） 336p／19cm 論創社 2015 出版社寄贈
辰野勇‥ 軌跡 266p／22cm ネイチュアエンタープライズ 2014 出版社寄贈
日本秘湯を守る会‥（監修）‥ 秘湯・名湯めぐりの山旅ガイド‥［全国版］‥‥：いい山‥いい宿‥いい温泉 224p／21cm 山と溪谷社 2015 出版社寄贈
藤原咲子‥ チャキの償い‥‥：新田次郎、藤原ていの娘に生まれて 222p／20cm 山と溪谷社 2015 出版社寄贈
Pauler,‥Gerda Great‥Himalaya‥Trail‥‥：1,700‥Kilometers‥Acress‥The‥Roof‥of‥The‥World 218p／24cm Baton‥Wicks 2013 購入
Roberts,‥David Alone‥on‥The‥Ice‥‥ 368p／24cm Norton 2013 購入
Hawkins,‥Stewart Far,‥Far‥The‥Distant‥Peak‥ 334p／24cm Curbans‥Books 2014 購入
Batoux,‥Philippe Mont‥Blanc‥‥：The‥Finest‥Routes‥‥Rock,‥Snow,‥Ice‥and‥Mixed 216p／29cm Vertebrate‥Pub. 2012 購入
Fukada,‥K.（著）‥Hood,‥M.‥（訳） One‥Hundred‥Mountains‥of‥Japan‥‥（「日本百名山」英訳版）247p／24cm University‥of‥Hawaii 2015 購入
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日
本
山
岳
会
創
立
１
１
０
周
年
記

念
・
日
本
三
百
名
山
登
頂
シ
リ
ー
ズ

係
ま
で
。
担
当
＝
椙
山（
す
ぎ
や
ま
）、

児
玉　

info@
alpine-tour.com

＊
お
申
込
み
の
方
に
詳
細
な
案
内
を
お

送
り
し
ま
す
。

【
今
後
の
予
定
】

②
７
月
下
旬　

志
賀
高
原
・
笠
ヶ
岳
と

岩
菅
山
、白
砂
山
2
泊
3
日（
担
当
＝
ア

ル
パ
イ
ン
）
③
８
月
上
旬　

南
ア
ル
プ

ス
・
笊
ヶ
岳
2
泊
3
日
（
担
当
＝
ア
ト

ラ
ス
）
④
９
月
上
旬　

南
ア
ル
プ
ス
・

鋸
岳
1
泊
2
日（
担
当
＝
ア
ト
ラ
ス
）⑤

10
月
上
旬　

九
州
・
脊
振
山
と
多
良
岳
、

普
賢
岳
2
泊
3
日
（
担
当
＝
ア
ル
パ
イ

ン
）
⑥
11
月
上
旬　

浅
間
隠
山
と
榛
名

山
・
相
馬
山
、
荒
船
山
2
泊
3
日（
担
当

＝
ア
ト
ラ
ス
）

＊
2
回
目
以
降
は
予
定
で
す
。
実
施
の

2
ヶ
月
前
に
詳
細
を
会
報「
山
」で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

＊
そ
の
ほ
か
海
外
ツ
ア
ー
企
画
と
し
て

ブ
ー
タ
ン
や
ネ
パ
ー
ル
の「
グ
レ
ー
ト
・

ヒ
マ
ラ
ヤ
・
ト
レ
イ
ル
」
の
一
部
を
探

訪
す
る
ツ
ア
ー
を
検
討
中
で
す
。
逐
次
、

会
報「
山
」で
発
表
し
ま
す
の
で
、
ご
期

待
く
だ
さ
い
。

（
創
立
１
１
０
周
年
記
念
事
業
実
行
委

員
会
）

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

創
立
一
一
○
周
年
記
念
事
業

日
本
三
百
名
山
登
頂
シ
リ
ー
ズ
①

日
光
・
太
郎
山
と
足
尾
・
袈
裟
丸
山

１
泊
２
日　

参
加
者
募
集
！

昨
夏
刊
行
さ
れ
ま
し
た
『
新
版　

日

本
三
百
名
山
登
山
ガ
イ
ド
』
の
発
売
と

日
本
山
岳
会
創
立
１
１
０
周
年
を
記
念

し
て「
日
本
三
百
名
山
登
頂
シ
リ
ー
ズ
」

と
い
う
山
行
企
画
を
、
長
期
に
わ
た
っ

て
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。
三
百
名
山
の

内
、
原
則
と
し
て
百
名
山
を
除
く
二
百

名
山
か
ら
、
1
回
に
つ
き
2
～
3
山
を

選
ん
で
企
画
し
ま
す
。
Ｊ
Ａ
Ｃ
会
員
以

外
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
山
仲

間
や
ご
家
族
な
ど
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
本
企
画
の

特
徴
は
、

＊
日
本
山
岳
ガ
イ
ド
協
会
の
ガ
イ
ド
資

格
を
有
す
る
ツ
ア
ー
リ
ー
ダ
ー
が
2

名（
最
少
催
行
人
数
15
名
の
場
合
）同

行
し
ま
す
。

＊
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー（
解
説
員
）と
し

て
当
該
山
域
に
精
通
し
て
い
る
Ｊ
Ａ

Ｃ
支
部
会
員
（
第
１
回
の
場
合
は
栃

木
支
部
）が
、
ま
た
、
サ
ポ
ー
タ
ー
と

し
て
本
部
集
会
委
員
会
ス
タ
ッ
フ
が

そ
れ
ぞ
れ
１
名
同
行
し
ま
す
。

＊
ツ
ア
ー
の
企
画
・
実
施
は
、
登
山
・

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
に
実
績
が
あ

り
、
信
頼
で
き
る
2
つ
の
専
門
旅
行

社
、
ア
ル
パ
イ
ン
ツ
ア
ー
サ
ー
ビ
ス

と
ア
ト
ラ
ス
ト
レ
ッ
ク
が
交
互
に
担

当
し
ま
す
。

【
第
1
回
日
程
・
行
程
な
ど
】

期
間　

５
月
23
日
㈯
～
24
日
㈰

集
合
時
間　

新
宿
駅
西
口
ス
バ
ル
ビ
ル

前
６
時
50
分（
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
利
用
）

行
程　

1
日
目　

新
宿
＝
東
北
道
・
日

光
道
経
由
＝
光
徳
牧
場　

山
王
帽
子

山　

太
郎
山　

裏
男
体
林
道
＝
草
木

湖
畔
／
サ
ン
レ
イ
ク
草
木
泊（
予
定
）

　

2
日
目　

宿
泊
地
＝
折
場
登
山
口　

賽
ノ
河
原　

小
丸
山　

袈
裟
丸
山　

折
場
登
山
口
＝
北
関
東
道
・
東
北
道

経
由
＝
新
宿
20
～
22
時
解
散
予
定

食
事　

朝
１
回
、
昼
１
回
、
夕
1
回（
1

日
目
の
昼
食
は
各
自
、
行
動
食
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
）

参
加
費　

４
０
，
０
０
０
円

定
員　

20
名
（
最
少
催
行
人
数
15
名
）

申
込
み
・
問
合
せ　

〒
105　

0003
東
京
都
港

区
西
新
橋
2　
８　
11　

第
七
東
洋
海

事
ビ
ル
４
Ｆ　

ア
ル
パ
イ
ン
ツ
ア
ー

サ
ー
ビ
ス
㈱

０
３　
３
５
０
３　
０
２
２
３

０
３　
３
５
０
８　
２
５
２
９
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平
成
26
年
度
第
９
回（
１
月
度
）理
事
会

議
事
録�

日
時　

平
成
27
年
１
月
14
日
㈬
19
時
00

分
～
20
時
50
分

場
所　

日
本
山
岳
会
集
会
室

【
出
席
者
】
森
会
長
、
節
田
・
黒
川
・
古

野
各
副
会
長
、
高
原
・
吉
川
・

佐
藤
各
常
務
理
事
、
勝
山
・
山

田
・
野
口
・
大
槻
・
落
合
・
川

瀬
・
山
賀
・
直
江
各
理
事
、
浜

崎
監
事

【
欠
席
者
】吉
永
監
事

議
事
に
先
立
ち
、会
長
か
ら「
現
執
行

部
体
制
は
余
す
と
こ
ろ
６
ヶ
月
と
な
っ

た
。
課
題
を
着
実
に
解
決
し
て
い
き
た

い
の
で
協
力
願
い
た
い
」
と
の
挨
拶
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
来
日
中
の
韓
国
在
住

の
曺チ

ョ
ウ

東ド
ン

植シ
ク

会
員
（
１
４
４
６
６
）
か
ら

挨
拶
が
あ
っ
た
。

【
審
議
事
項
】

１
・「
ガ
ン
ガ
プ
ル
ナ
北
稜
登
山
隊
２

０
１
５
」
の
１
１
０
周
年
記
念
事
業
と

し
て
の
位
置
付
け
お
よ
び
同
登
山
隊
の

募
金
開
始
の
承
認
に
つ
い
て 

（
会
長
） 

「
ガ
ン
ガ
プ
ル
ナ
北
稜
登
山
隊
２
０
１

５
」か
ら
、同
登
山
を
日
本
山
岳
会
１
１

０
周
年
記
念
事
業
と
し
て
実
施
す
る
こ

と
お
よ
び
募
金
（
対
象
を
限
定
し
た
も

の
）
を
行
な
う
こ
と
に
つ
い
て
承
認
申

請
が
あ
っ
た
。
別
添
資
料
に
よ
り
審
議

し
た
結
果
、
１
月
16
日
に
開
催
予
定
の

１
１
０
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
に

お
い
て
、
同
計
画
が
承
認
さ
れ
た
場
合

は
、こ
れ
を
追
認
す
る
こ
と
と
し
た
。な

お
、
今
回
の
登
山
ル
ー
ト
は
難
易
度
が

高
く
危
険
度
が
高
い
こ
と
か
ら
、
問
題

視
す
る
意
見
が
あ
っ
た
。（
賛
成
14
、棄

権
1
で
承
認
）

２
・
入
会
希
望
者
承
認
に
つ
い
て
（
会

長
） 

　

17
名
の
入
会
に
つ
い
て
別
添
資
料
に

よ
り
審
議
し
た
結
果
、
16
名
に
つ
い
て

入
会
を
承
認
し
、
１
名
は
保
留
と
し
た
。

（
賛
成
15
、
反
対
な
し
で
承
認
）

会

務

報

告

Climbing&Medicine・66
登山と温泉のすすめ

� 村上和子
山がある所にはたいてい温泉がありま
す。日帰りでも、長期縦走などのハード

な登山の後でも、最後に温泉に入るのは格別、至福の時間
ではないでしょうか?　特に冬山登山を終え、雪の降る中
の露天風呂に浸かるというのは、想像しただけでも本当
に格別な幸せを感じることでしょう。

下山直後では、筋肉の疲れや長時間緊張の精神的疲労、
その他汚れなどの物理的ストレスが温泉で一気に解消さ
れます。もちろん、温泉ではなく普通の銭湯でも効果はあ
りますが、やはり山には温泉がつきもの、その山独自の温
泉に浸かりたいものです。　温泉には、単純温泉、塩類泉、
特殊成分を含む療養泉と大きく3つに分けることができ
ます。そして、物理効果には温熱効果、天然マッサージの
水圧効果、体が軽くなる浮力効果があげられます。薬理効
果は、温泉成分、泉質で違いがあり様々です。温泉には必
ず温泉分析表が貼ってあります。温泉分析表と聞くと難
しく思えますが、これは温泉のプロフィールですから、読
むことをお勧めします。

温泉の効果は、熱い温泉では自律神経の「交感神経」を優
位にするので、体を休めるには不向きです。筋肉の疲れや
緊張をほぐすには、泉温40℃前後が末梢血管を拡げ温熱
効果を発揮します。この温度が筋肉疲労や心身ともに安

らぎを与えます。
日本人が最も気持ちが良いと感じる泉温は42℃と言わ

れていますが、37℃〜40℃位の温いお風呂は体の内外か
ら温める温熱効果ですが、42℃以上のお風呂は肉を温め
るという外側からの効果になります。次に温泉特有の泉
質のポイントをあげておきます。単純温泉…リラックス、
炭酸水素塩泉…肌の汚れや古い角質を落とす、硫化塩泉
…肌をしっとりさせる・乾燥を防ぐ、硫黄泉…血行促進、
酸性泉…殺菌・活性、などで、山でのちょっとした怪我な
どの殺菌効果は、弱酸性〜酸性泉が適しています。

また、温泉では上記の作用だけでなく、ヒートショック
プロテインを増加させるという効果もあるようです。ヒー
トショックプロテインとは熱ストレスによって増産されるた
んぱく質で、傷んだ細胞を修復する働きを持ち、免疫細胞
の働きを強化、肉体疲労の軽減、生体機能アップなど様々
な効果が文献に並んでいます。これは山行の疲労的精神
的回復だけではなく、疾病の元を断ち切る可能性がある
ということです。また、近年ガンの温熱療法でも注目され
ています。このヒートショックプロテインを増やす入浴法は、
さら湯では40℃20分、41℃15分、42℃10分の入浴時間なの
ですが、温泉では、40℃15分、41℃10分、42℃5分と入浴時
間を短縮できます。なので、1クール、2クール、3クールと
簡単に分割湯ができるのです。老後に温泉巡りを楽しむ
ということが長寿の秘訣と言われていますが、このこと
を考えると理解できると思います。

登山と温泉の勧め。これは山行時のその場だけの効果で
はなく、根本的な自分の体の細胞も修復できる。一石二鳥
ならぬ一石三鳥かもしれません。

過去のコラムは次の手順でご覧になれます。ご活用ください。
日本山岳会ホームページ→日本山岳会の活動案内→委員会→医療委員会　http://jac.or.jp/info/iinkai/iinkai.html
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【
協
議
事
項
】

１
・「
Ｃ　
2
理
事
会
運
営
規
程
」
の
改

正
お
よ
び
「
Ｃ
27
理
事
職
務
権
限
規

程
」の
制
定
に
つ
い
て‥

（
高
原
、
吉
川
）

本
会
の
理
事
お
よ
び
業
務
執
行
理
事

の
権
限
等
に
関
し
て
、「
理
事
会
運
営

規
程
」
の
一
部
を
改
正
す
る
と
と
も
に

「
理
事
職
務
権
限
規
程
」を
制
定
す
る
こ

と
に
つ
い
て
別
添
資
料
に
よ
り
協
議
し
、

次
回
の
理
事
会
で
審
議
す
る
こ
と
と
し

た
。

２
・
規
程
類
の
管
理
責
任
者
の
改
正
に

つ
い
て（
高
原
）‥

規
程
類
の
管
理
責
任
者
に
関
し
、
実

態
に
即
し
て
い
な
い
部
分
を
改
正
す
る

こ
と
に
つ
い
て
別
添
資
料
に
よ
り
協
議

し
た
。

３
・
次
期
人
事
に
つ
い
て（
森
）‥

標
記
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

【
報
告
事
項
】

１
・
サ
ン
ト
リ
ー
食
品
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
㈱
か
ら
、
同
社
南
ア
ル
プ
ス
白

州
工
場
に
お
い
て
展
示
す
る
Ｗ
・
ウ
ェ

ス
ト
ン
の
肖
像
写
真
の
貸
出
依
頼
が
あ

り
許
可
し
た
。（
節
田
）

２
・（
公
社
）日
本
山
岳
ガ
イ
ド
協
会
か

ら
「
安
全
の
た
め
の
知
識
と
技
術
公
開

講
座
」
へ
の
後
援
名
義
使
用
に
つ
い
て

申
請
が
あ
り
、こ
れ
を
承
認
し
た
。（
高

原
）

３
・
東
京
多
摩
支
部
か
ら
、
支
部
旗
へ

の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
使
用
申
請
が
あ
り
許
可

し
た
。（
高
原
）

４
・
会
員
増
強
・
財
政
基
盤
検
討
Ｐ
Ｔ

に
お
け
る
検
討
状
況
に
つ
い
て
、
別
添

資
料
の
と
お
り
報
告
が
あ
っ
た
。（
黒

川
）‥

５
・「
日
本
山
岳
会
の
財
政
問
題
」に
つ

い
て
別
添
資
料
に
よ
り
説
明
が
あ
り
、

「
山
」2
月
号
に
掲
載
す
る
旨
の
報
告
が

あ
っ
た
。（
吉
川
）

６
・
助
成
金
お
よ
び
寄
付
募
金
各
１
件

の
事
前
申
請
お
よ
び
寄
付
金
７
件
の
受

け
入
れ
報
告
が
、
別
添
資
料
に
よ
り
あ

っ
た
。（
吉
川
）

７
・
全
国「
山
の
日
」協
議
会
か
ら
、「
全

国『
山
の
日
』フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
東
京
国

際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、
平
成
27
年
3
月
28

日
～
29
日
に
開
催
す
る
旨
の
案
内
が
あ

っ
た
。（
山
賀
）‥

８
・
平
成
26
年
度
下
期
の
海
外
登
山
助

成
対
象
登
山
隊
の
申
し
込
み
が
2
隊
か

ら
あ
っ
た
。（
古
野
）‥

９
・
遭
難
対
策
委
員
会
よ
り
、
12
月
度

の
登
山
計
画
書
の
提
出
状
況
（
17
件
あ

り
、
内
訳
は
支
部
15
件
、
委
員
会
２
件
）

の
報
告
が
あ
っ
た
。（
川
瀬
）

10
・
平
成
26
年
１
月
～
６
月
末
ま
で
の

日
程
計
画
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。
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FI

R

IA

N

MO

NO

インフォメーション

◆
中
村
保
氏
講
演
会　
「
東
チ
ベ
ッ
ト
」

東
・
西
エ
リ
ア
の
紹
介

海
外
委
員
会
・
チ
ベ
ッ
ト
勉
強
会

東
チ
ベ
ッ
ト
地
域
の
探
検
、
研
究
の

第
一
人
者
で
あ
り
、
英
国
王
立
地
理
学

会
を
は
じ
め
と
し
て
各
国
山
岳
会
か
ら

そ
の
業
績
に
対
し
て
多
く
の
賞
を
授
与

さ
れ
た
、
中
村
保
氏
を
講
師
に
招
い
て

ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
す
。今
回
は
、東

チ
ベ
ッ
ト
に
つ
い
て
2
回
の
講
演
を
開

催
し
ま
す
。

第
1
回
は
3
月
７
日
に
「
東
チ
ベ
ッ

ト
・
西
エ
リ
ア
」、
第
2
回
は
６
月
６
日

に「
東
チ
ベ
ッ
ト
・
東
エ
リ
ア
」。
講
演

22
日　

学
生
部　

海
外
委
員
会　

公
益

法
人
運
営
委
員
会　

フ
ォ
ト

ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ　

山
遊
会　

23
日　

海
外
登
山
基
金
審
査
委
員
会　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ　

フ
ォ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ　

26
日　

自
然
保
護
委
員
会　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ

Ｈ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

27
日　

デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
委
員
会

28
日　

麗
山
会

29
日　

集
会
委
員
会　

会
員
増
強
・
財

政
基
盤
検
討
Ｐ
Ｔ　

緑
爽
会

31
日　

土
曜
会１

月
来
室
者　

４
１
１
名

会
員
異
動
（
1
月
分
）

物
故‥

‥‥
‥

滝
澤
信
三
（
４
５
７
５
）　

14
・
12
・
16

高
木
泰
夫
（
５
６
１
５
）　

15
・
1
・
22

笠
間
嘉
孝
（
９
５
０
８
）　

15
・
1
・
1

栗
村
明
信
（
１
０
１
１
０
）
15
・
1
・
5

退
会

篠
島　

弘
（
７
０
６
９
）　‥

北
海
道

牧
野
牧
夫
（
７
９
６
２
）‥　

越
後

川
木
竹
良
（
８
７
１
３
）‥　

関
西

池
田　

悟
（
１
１
４
４
４
）

山
本　

守
（
１
１
８
９
５
）‥

北
九
州

淀
川
雅
之
（
１
２
９
８
９
）‥

福
岡

松
本
廣
文
（
１
３
１
５
８
）

原
田
邦
彦
（
１
４
０
３
６
）‥

埼
玉

（
高
原
）‥

11
・「
山
」１
月
号
発
行
に
つ
い
て
報
告

が
あ
っ
た
。（
節
田
）

【
連
絡
事
項
】

１
・
静
岡
森
林
管
理
署
長
か
ら
の
富
士

山
国
有
林
内
の
ニ
ホ
ン
ジ
カ
捕
獲
に
つ

い
て

２
・
日
本
山
岳
遺
産
基
金
か
ら
の
通
信

Ｎ
Ｏ
８

【
今
後
の
予
定
】�

１
・
平
成
27
年
度
事
業
計
画
書
・
予
算

書
提
出
期
限（
各
支
部
、
各
委
員
会
）1

月
15
日

２
・
平
成
26
年
度
事
業
報
告
書
・
会
計

報
告
書
提
出
依
頼
（
各
支
部
、
各
委
員

会
）１
月
26
日

３
・
平
成
26
年
度
事
業
報
告
書
提
出
期

限（
各
支
部
、
各
委
員
会
）2
月
27
日

４
・
第
１
回
Ｊ
Ａ
Ｃ
説
明
会
2
月
27
日‥

（
高
原
）

５
・
平
成
26
年
度
会
計
報
告
書
提
出
期

限（
各
支
部
、
各
委
員
会
）3
月
31
日‥

６
・
平
成
27
年
度
支
部
合
同
会
議
９
月

26
日
㈯
～
27
日
㈰
以
上

平
成
26
年
度
第
10
回（
2
月
度
）理
事
会

案
内

日
時　

平
成
27
年
2
月
12
日
㈭
19
時
よ

り

場
所　

日
本
山
岳
会
集
会
室

議
題
１
・「
Ｃ　
2
理
事
会
運
営
規
程
」

の
改
正
お
よ
び
「
Ｃ　
27
理
事
職

務
権
限
規
程
」の
制
定
に
つ
い
て

２
・
入
会
希
望
者
承
認
に
つ
い
て

３
・
そ
の
他

1月1月

6
日　

図
書
委
員
会　

ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ

ブ

7
日　

常
務
理
事
会　

集
会
委
員
会　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

8
日　

自
然
保
護
委
員
会　

フ
ォ
ト
ビ

デ
オ
ク
ラ
ブ　

山
岳
地
理
ク
ラ

ブ　

バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

13
日　

山
岳
研
究
所
運
営
委
員
会　

学

生
部　

九
五
会

14
日　

理
事
会　

休
山
会　

ス
キ
ー
ク

ラ
ブ

15
日　

学
生
部　

み
ち
の
り
山
の
会　

16
日　

１
１
０
周
年
記
念
事
業
実
行
Ｐ

Ｔ　

山
の
自
然
学
研
究
会　

ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

19
日　

総
務
委
員
会　

資
料
映
像
委
員

会

20
日　

支
部
事
業
委
員
会　

00
会　

ス

キ
ー
ク
ラ
ブ

21
日　

三
水
会　

青
年
部　

つ
く
も
会
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会
の
終
了
後
に
は
懇
親
会
を
予
定
。
会

員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

講
師　

中
村
保
氏‥

東
チ
ベ
ッ
ト
探
検

家
・
日
本
山
岳
会
会
員

日
程　

3
月
７
日
㈯
・
６
月
６
日
㈯

時
間　

14
～
16
時

場
所　

日
本
山
岳
会‥
１
０
４
号
室

（http://jac.or.jp/info/jac/
annaichizu.htm

l
）

参
加
費　

１
０
０
０
円
（
講
演
５
０
０

円
、
懇
親
会
５
０
０
円
）

定
員　

40
名‥

先
着
順（
会
員
以
外
の
方

も
参
加
で
き
ま
す
）

主
催　

公
益
社
団
法
人
日
本
山
岳
会‥

海
外
委
員
会

問
合
せ
・
申
込
み　

担
当
＝
田
口
憲
司

　

jktjapanjkt@
yahoo.co.jp‥‥

◆
井
上
靖
文
学
館
［
第
2
回　

文
学
展

講
座
］

『
あ
し
た
来
る
人
』
の
モ
デ
ル　

登
山

家
・
加
藤
泰
安
を
か
た
る

日
時　

3
月
22
日
㈰　

13
～
14
時

場
所　

井
上
靖
文
学
館

講
師　

羽
賀
孝
郎
（
元
日
本
山
岳
会
副

会
長
）

定
員　

20
名

費
用　

入
館
料
を
含
む
５
０
０
円

４
月
20
日
㈪
ま
で
「『
あ
し
た
来
る

人
』か
ら『
氷
壁
』へ
。」展
を
開
催
。

井
上
靖
文
学
館　

〒
411　

0931
静
岡
県
長

泉
町
東
野
ク
レ
マ
チ
ス
の
丘
５
１
５　

５
７　

０
５
５　
９
８
６　
１
７
７
１

◆
四
国
支
部
の
第
31
回
全
国
支
部
懇
談

会
、
第
３
回
小
島
烏
水
祭
の
ご
案
内

　

四
国
支
部
は
４
月
11
日
㈯
、
12
日
㈰

に
香
川
県
高
松
市
内
で
「
第
31
回
全
国

支
部
懇
談
会
」お
よ
び「
第
3
回
小
島
烏

水
祭
」を
同
時
開
催
い
た
し
ま
す
。主
な

内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。
参
加
希

望
の
方
は
担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

11
日
㈯

10
時
20
分
か
ら
高
松
市
の
峰
山
公
園

（
Ｊ
Ｒ
高
松
駅
か
ら
15
分
）で
小
島
烏
水

祭
。
記
念
植
樹
、碑
前
献
花
、詩
吟
、合

唱
を
し
ま
す
。
閉
会
後
、
公
園
内
で
四

国
支
部
に
よ
る「
さ
ぬ
き
う
ど
ん
」の
ご

接
待
が
あ
り
ま
す
。
13
時
30
分
か
ら
ホ

テ
ル
「
花
樹
海
」（
峰
山
公
園
中
腹
）
で

全
国
支
部
懇
談
会
を
開
き
ま
す
。

講
演
会「
小
島
烏
水　

高
松
と
江
戸
」

（
講
師
＝
平
井
宥
慶
・
小
島
家
菩
提
寺

住
職
）、「
四
国
の
山
は
な
ぜ
美
し
い
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
と

四
国
支
部
会
員
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
ま
す
。
18
時
30
分
か
ら
の
夕

食
懇
親
会
で
は
、
全
国
の
会
員
に
交
流

を
し
て
い
た
だ
く
ほ
か
、「
祝
福
の
歌
」

「
阿
波
踊
り
」な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
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❖
編
集
後
記
❖

◦
2
月
11
日
に
阿
弥
陀
岳
付
近
で
遺
体

と
な
っ
て
発
見
さ
れ
た
吉
田
周
平
さ
ん

は
、
学
生
部
委
員
長
を
務
め
る
未
来
あ

る
若
者
で
し
た
。
一
緒
だ
っ
た
1
年
生

女
子
部
員
と
と
も
に
、
お
二
人
の
ご
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
事
故
詳

細
は
、
学
習
院
大
学
山
岳
部
か
ら
の
報

告
を
待
つ
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◦
2
月
初
旬
に
会
報
委
員
会
を
開
催
。

２
０
１
４
年
の
会
報
を
振
り
返
り
、
15

年
の
方
向
性
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し

た
。
時
事
性
の
あ
る
も
の
、
良
質
な
エ

ッ
セ
イ
や
論
評
を
も
っ
と
載
せ
よ
う
と

い
う
意
見
も
出
ま
し
た
。
２
０
０
０
年

に
会
員
向
け
に
実
施
し
た
会
報
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
振
り
返
る
と
、

こ
の
時
の
回
収
率
が
50
％
。
会
報
へ
の

関
心
が
高
く
、
ま
た
会
員
を
繋
ぐ
重
要

な
パ
イ
プ
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
実
感

し
ま
す
。‥

（
柏
澄
子
）

を
準
備
し
て
い
ま
す
。

12
日
㈰

「
さ
ぬ
き
富
士（
飯
野
山
）、
空
海
が
生

ま
れ
た
善
通
寺
、
さ
ぬ
き
う
ど
ん
店
巡

り
」の
観
光
＆
ハ
イ
キ
ン
グ
と
、「
四
国

一
美
し
い
と
言
わ
れ
る
三
嶺
」
登
山
の

2
コ
ー
ス
を
ご
案
内
し
ま
す
。

　

費
用
は
１
万
９
０
０
０
円
（
宿
泊
し

な
い
場
合
は
1
万
円
）。
問
合
せ
・
参
加

希
望
の
方
は
瀧
由
喜
子
総
務
委
員
長
ま

で
ご
連
絡
下
さ
い
。
な
お
、
締
め
切
り

は
2
月
末
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

draco65am
d@

m
9.dion.ne.jp

０
９
０　
５
９
１
４　
８
６
７
１

０
８
８　
６
２
５　
６
２
１
５

‥

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

◆
新
版『
日
本
三
百
名
山
登
山
ガ
イ
ド
』

全
３
巻
の
購
入
方
法

会
員
の
皆
様
に
改
め
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
山
と
溪
谷
社
の
ご
厚
意
に
よ
り

割
引
販
売
が
あ
り
ま
す
（
定
価
の
25
％

引
き
、
た
だ
し
送
料
は
別
途
い
た
だ
き

ま
す
）。
ご
注
文
は
日
本
山
岳
会
Ｈ
Ｐ

の
会
員
専
用
サ
イ
ト
で
「
専
用
の
注
文

書
」を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、会
員
番
号
を

明
記
の
上
、
ヤ
マ
ケ
イ
宛
て
（
０
３　

５
２
１
３　
６
０
９
５
）で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。




